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目
次
第
一
章
国
家
お
よ
び
法
の
秩
序
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能
Ⅰ
．
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張
の
場
に
お
け
る
基
本
権
１
．
人
類
学
的
根
拠
づ
け
２
．
法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権
３
．
中
心
的
な
基
本
権
に
か
ん
す
る
諸
問
題
４
．
政
治
の
手
段
で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権
５
．
客
観
的
原
則
で
あ
り
主
観
的
権
利
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
― 212 ―
二
五
(
)
460
６
．
基
本
権
の
私
人
間
的
側
面
に
つ
い
て
Ⅱ
．
基
本
権
理
論
の
た
め
の
推
論
１
．
基
本
権
の
防
御
的
︵
d
e
fe
n
siv
︶
理
解
と
構
成
的
︵
k
o
n
stitu
tiv
︶
理
解
２
．
右
二
つ
の
理
解
の
位
置
付
け
︵
S
te
l
e
n
w
e
rt︶
と
境
界
３
．﹁
制
度
的
﹂︵
»
in
stitu
tio
n
e
l
«︶
基
本
権
理
解
の
概
念
に
つ
い
て
︵
以
上
、
本
誌
一
七
〇
号
︶
Ⅲ
．
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権
︱
︱
民
主
的
法
秩
序
の
必
須
物
１
．
国
家
の
構
成
的
要
素
２
．
基
本
権
の
再
構
成
憲
法
制
定
者
に
よ
る
も
の
a)
連
邦
裁
判
所
に
よ
る
も
の
b)
民
主
的
・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序
の
必
須
物
の
番
人
と
し
て
の
連
邦
裁
判
所
aa)
不
文
の
基
本
権
の
肯
認
bb)
連
邦
憲
法
第
四
条
の
極
限
ま
で
の
援
用
cc)
連
邦
憲
法
の
不
文
の
基
本
権
と
連
邦
憲
法
一
一
三
条
の
い
う
﹁
憲
法
上
の
権
利
﹂
の
概
念
dd)
︵
以
上
、
本
誌
一
七
一
号
︶
３
．
権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能
経
済
的
＝
政
治
的
領
域
に
お
け
る
立
法
の
事
前
形
成
a)
立
法
の
正
式
の
手
続
b)
個
別
事
案
毎
の
決
定
の
手
続
c)
内
容
の
統
制
d)
諸
々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
用
e)
４
．
少
数
者
の
保
護
５
．
ス
イ
ス
に
お
け
る
基
本
権
の
、
そ
の
他
の
特
殊
な
機
能
連
邦
国
家
の
統
合
︵
In
te
g
ra
tio
n
︶
a)
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経
済
制
度
の
保
障
︵
以
上
、
本
誌
一
七
二
号
︶
b)
第
二
章
基
本
権
の
実
現
Ⅰ
．
基
本
権
を
具
体
化
す
る
必
要
性
Ⅱ
．
基
本
権
の
部
分
的
内
容
１
．
基
本
権
の
、
直
接
的
請
求
の
根
拠
と
な
る
内
容
２
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
層
︵
p
ro
g
ra
m
a
tisc
h
e
S
c
h
ic
h
t︶
３
．
単
純
な
法
適
用
の
際
の
基
本
権
の
側
面
防
護
的
︵
fla
n
k
ie
re
n
d
︶
作
用
Ⅲ
．
様
々
な
基
本
権
内
容
の
国
家
機
関
へ
の
配
分
１
．
課
題
︱
︱
適
切
な
機
関
の
決
定
２
．
立
法
者
︵
以
上
、
本
誌
一
七
三
号
︶
３
．
執
政
︵
R
e
g
ie
ru
n
g
︶
と
行
政
︵
V
e
rw
a
ltu
n
g
︶
４
．
判
例
付
説
．
権
限
あ
る
国
家
機
関
の
決
定
に
か
ん
す
る
事
例
と
し
て
の
ス
イ
ス
基
本
権
判
例
の
歴
史
Ⅳ
．
基
本
権
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権
︱
︱
社
会
的
基
本
権
１
．
問
題
２
．
連
邦
裁
判
所
の
判
例
３
．
連
邦
裁
判
所
判
例
の
分
析
警
察
の
保
護
義
務
a)
公
共
的
理
由
の
援
用
b)
給
付
の
性
格
を
も
っ
た
手
続
的
保
障
c)
平
等
処
遇
の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権
d)
拘
留
法
に
お
け
る
給
付
e)
４
．
司
法
審
査
適
合
性
︹
判
定
︺
の
決
定
的
基
準
︵
以
上
、
本
誌
一
七
四
号
︶
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
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完
︶
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Ⅴ
．
合
憲
解
釈
１
．
原
則
２
．
連
邦
裁
判
所
の
憲
法
裁
判
権
に
お
け
る
意
義
邦
法
令
に
対
す
る
抽
象
的
規
範
統
制
a)
邦
の
個
別
的
行
為
に
対
す
る
審
査
b)
連
邦
法
律
の
合
憲
解
釈
︵
以
上
、
本
誌
一
七
五
号
︶
c)付
説
．
連
邦
参
事
会
命
令
に
対
す
る
適
用
事
案
に
お
け
る
審
査
３
．
憲
法
に
適
合
す
る
裁
量
権
行
使
Ⅵ
．
基
本
権
の
第
三
者
効
力
１
．
問
題
２
．
第
三
者
効
力
説
の
論
拠
３
．
基
本
権
の
第
三
者
効
力
の
原
則
的
承
認
学
説
と
憲
法
a)
連
邦
裁
判
所
の
判
例
b)
４
．
私
法
に
お
け
る
基
本
権
の
適
用
状
況
直
接
的
第
三
者
効
力
か
間
接
的
第
三
者
効
力
か
？
a)
区
別
す
べ
き
必
要
性
b)
第
三
者
効
力
理
論
と
基
本
権
の
部
分
的
内
容
︵
以
上
、
本
誌
一
七
六
号
︶
c)
第
三
章
基
本
権
の
妥
当
領
域
に
つ
い
て
Ⅰ
．
妥
当
領
域
の
決
定
１
．
方
法
論
的
注
記
２
．
人
的
妥
当
領
域
の
確
定
︱
︱
各
論
︵
以
上
、
本
誌
一
七
七
号
︶
Ⅱ
．
基
本
権
制
約
の
問
題
と
の
関
連
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(
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463
第
四
章
基
本
権
の
制
約
Ⅰ
．
法
律
上
の
根
拠
１
．
法
律
と
基
本
権
の
間
の
同
一
化
傾
向
︵
K
o
n
v
e
rg
e
n
z︶
と
衝
突
︵
K
o
n
flik
t︶
２
．
基
本
権
制
約
の
た
め
の
前
提
と
し
て
の
法
律
基
本
権
制
約
の
際
の
法
律
の
位
置
付
け
︵
以
上
、
本
誌
一
七
八
号
︶
a)
法
律
の
根
拠
の
要
請
b)
個
別
事
例
c)
特
別
の
法
律
関
係
aa)
警
察
的
一
般
条
項
bb)付
説
．
慣
習
法
法
律
上
の
根
拠
の
要
求
に
か
ん
す
る
連
邦
裁
判
所
の
そ
の
他
の
国
法
裁
判
の
基
本
権
関
係
d)
代
表
の
原
則
aa)
連
邦
憲
法
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
合
法
性
の
原
理
︵
以
上
、
本
誌
一
七
九
号
︶
bb)
評
価
cc)
３
．
基
本
権
保
障
の
た
め
の
法
律
の
機
能
へ
の
期
待
法
律
へ
の
伝
統
的
な
期
待
a)
平
等
に
処
遇
す
る
法
律
の
自
由
保
障
機
能
の
喪
失
b)
個
別
事
例
毎
の
正
義
に
か
ん
す
る
法
律
的
規
律
の
不
可
能
性
c)
判
決
の
正
確
さ
の
た
め
の
最
善
の
保
証
︵
G
e
w
ä
h
r︶
を
と
も
な
っ
た
手
続
d)
Ⅱ
．
公
共
の
利
益
と
比
例
原
則
１
．
基
本
問
題
＝
利
益
衡
量
２
．
利
益
衡
量
の
方
法
︵
以
上
、
本
誌
一
八
〇
号
︶
３
．
公
共
の
利
益
の
決
定
社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開
a)
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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(
)
464
公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
手
続
と
基
準
b)
﹁
公
共
の
利
益
﹂︵
«
ö
f
e
n
tlic
h
e
s
In
te
re
sse
»︶
概
念
の
不
十
分
さ
c)
妥
当
す
る
侵
害
利
益
︵
d
a
s
g
e
lte
n
d
e
s
g
e
m
a
c
h
te
n
E
in
g
rif
sin
te
re
sse︶
の
質
の
審
査
︵
以
上
、
本
誌
一
八
一
号
︶
d)
４
．
比
例
原
則
客
観
的
内
容
︵
sa
c
h
ic
h
e
r
G
e
h
a
lt︶
a)
行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容
︵
T
e
ilg
e
h
a
lt︶
b)
基
本
権
侵
害
の
審
査
の
際
の
比
例
原
則
c)
出
発
点
＝
基
本
権
の
保
護
領
域
の
関
係
性
aa)
基
本
権
の
比
例
原
則
審
査
の
特
殊
性
bb)
人
的
関
係
の
顧
慮
cc)
そ
れ
自
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
用
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査
dd)
比
例
原
則
と
裁
量
ee)
特
別
の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
？
d)
連
邦
裁
判
所
の
判
例
aa)
基
本
権
の
時
宜
に
叶
っ
た
︵
p
u
n
k
tu
e
l︶
性
格
か
ら
出
る
疑
念
bb)
一
般
的
比
例
原
則
︹
の
原
理
︺
に
よ
る
恣
意
禁
止
の
限
界
付
け
cc)
付
説
．
人
格
的
自
由
と
の
関
係
︵
以
上
、
本
誌
一
八
二
号
︶
dd)
Ⅲ
．
核
心
的
内
容
１
．
核
心
的
内
容
の
保
障
の
機
能
歴
史
的
視
点
a)
立
法
の
制
約
b)
判
決
の
制
約
c)
２
．
核
心
的
内
容
の
確
定
判
決
の
展
開
指
針
a)
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核
心
的
内
容
の
確
定
に
つ
い
て
の
方
法
b)
核
心
的
内
容
の
確
定
に
対
す
る
国
際
法
の
影
響
c)
事
例
d)
３
．
核
心
的
内
容
の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題
第
五
章
基
本
権
の
競
合
Ⅰ
．
序
論
Ⅱ
．
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性
１
．
基
本
権
の
多
様
な
機
能
２
．
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性
３
．
時
効
の
適
用
を
受
け
ず
か
つ
不
可
譲
の
基
本
権
Ⅲ
．
課
題
＝
紛
争
の
中
に
具
体
的
に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益
の
分
析
と
評
価
１
．
具
体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性
２
．
す
べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容
へ
の
顧
慮
Ⅳ
．
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の
・
他
の
基
本
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
︵
以
上
、
本
誌
一
八
四
号
︶
第
六
章
人
権
の
国
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
上
の
基
本
権
と
の
関
係
Ⅰ
．
国
際
法
に
お
け
る
人
権
１
．
国
際
的
次
元
で
の
人
権
の
法
典
化
︵
K
o
d
ifik
a
tio
n
︶
２
．
国
際
法
的
人
権
保
障
の
固
有
性
Ⅱ
．
ス
イ
ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障
の
妥
当
性
１
．
判
決
に
か
ん
し
て
２
．
立
法
に
か
ん
し
て
３
．
外
交
政
策
に
お
い
て
Ⅲ
．
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
︵
E
M
R
K
︶
の
間
の
関
係
１
．
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
憲
法
水
準
︵
V
e
rfa
ssu
n
g
sra
n
g
︶
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
― 206 ―
三
一
(
)
466
２
．
欧
州
人
権
保
護
条
約
の
保
障
と
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
の
一
致
？
３
．
連
邦
連
邦
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時
に
援
用
さ
れ
た
場
合
に
連
邦
裁
判
所
の
執
る
べ
き
措
置
︵
以
上
、
本
誌
一
八
五
号
︶
付
録
︵
以
上
、
本
誌
一
八
六
号
︶
事
項
索
引
翻
訳
者
が
付
加
し
た
資
料
１
︹
解
説
︺
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
の
歴
史
と
特
質
︵
以
上
、
本
誌
一
八
七
号
︶
２
全
面
改
正
さ
れ
た
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
︵
一
︶
︵
以
上
、
本
誌
一
八
八
号
︶
全
面
改
正
さ
れ
た
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
︵
二
・
完
︶
︵
以
上
、
本
誌
本
号
︶
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全
面
改
正
さ
れ
た
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
︵
二
・
完
︶
第
四
節
環
境
お
よ
び
国
土
計
画
︵
R
a
u
m
p
la
n
u
n
g
︶
第
七
三
条
︵
持
続
性
︶
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
一
方
で
は
、
自
然
と
そ
の
更
新
力
と
の
間
の
、
長
期
に
わ
た
っ
て
釣
合
い
の
と
れ
た
関
係
を
つ
く
り
出
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
自
然
を
人
間
に
よ
る
使
用
に
耐
え
う
る
よ
う
な
も
の
と
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。
第
七
四
条
︵
環
境
保
護
︶
①
連
邦
は
、
人
お
よ
び
そ
の
自
然
的
環
境
を
、
有
害
ま
た
は
不
快
な
作
用
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
か
ん
し
て
、
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
前
項
に
い
う
作
用
を
回
避
す
る
た
め
に
配
慮
す
る
。
回
避
お
よ
び
除
去
に
要
す
る
費
用
は
、
発
生
者
が
負
担
す
る
。
③
邦
は
、
法
律
が
そ
れ
を
連
邦
に
留
保
し
て
い
な
い
限
り
で
、︹
第
一
項
の
︺
規
則
を
施
行
す
る
こ
と
に
か
ん
す
る
権
限
を
有
す
る
。
第
七
五
条
︵
国
土
計
画
︶
①
連
邦
は
、
国
土
計
画
に
か
ん
す
る
原
則
を
設
定
す
る
。
そ
れ
は
、
邦
を
義
務
づ
け
、
ま
た
、
土
地
の
合
目
的
的
で
倹
約
し
た
利
用
と
国
の
秩
序
あ
る
居
住
地
開
発
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
②
連
邦
は
、
邦
の
努
力
を
奨
励
し
、
調
整
し
、
か
つ
、
邦
と
協
働
す
る
。
③
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
国
土
計
画
の
必
要
性
を
顧
慮
す
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
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イ
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第
七
六
条
︵
水
︶
①
連
邦
は
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
水
資
源
の
倹
約
し
た
利
用
お
よ
び
保
全
に
か
ん
し
て
、
な
ら
び
に
、
水
の
危
険
な
作
用
の
防
止
に
か
ん
し
て
配
慮
す
る
。
②
連
邦
は
、
水
資
源
の
保
全
お
よ
び
開
発
に
か
ん
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
の
た
め
の
、
お
よ
び
冷
却
目
的
の
水
の
利
用
に
か
ん
し
て
、
な
ら
び
に
、
水
の
循
環
へ
の
そ
の
他
の
侵
害
に
か
ん
し
て
、
原
則
を
定
め
る
。
③
連
邦
は
、
水
の
保
護
、
適
切
な
残
水
量
の
確
保
、
河
川
工
事
、
ダ
ム
設
備
の
保
安
お
よ
び
開
発
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
④
水
資
源
︹
の
利
用
︺
は
、
邦
の
権
限
で
あ
る
。
邦
は
、
水
利
用
に
か
ん
し
て
、
連
邦
立
法
に
よ
る
制
限
内
で
、
任
務
を
遂
行
す
る
。
連
邦
は
、
自
己
の
交
通
経
営
の
た
め
に
水
を
利
用
す
る
権
利
を
有
す
る
。
連
邦
は
、
そ
れ
に
か
ん
し
て
使
用
料
お
よ
び
補
償
金
を
支
払
う
。
⑤
国
際
的
な
水
資
源
お
よ
び
そ
れ
に
関
係
す
る
使
用
料
に
か
ん
し
て
は
、
連
邦
が
、
関
係
邦
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
こ
れ
を
決
定
す
る
。
邦
際
的
な
水
資
源
を
め
ぐ
る
権
利
に
つ
い
て
関
係
諸
邦
間
の
一
致
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
連
邦
が
決
定
す
る
。
⑥
連
邦
は
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
際
に
は
、
水
源
地
に
あ
た
る
邦
の
関
心
事
を
顧
慮
す
る
。
第
七
七
条
︵
森
林
︶
①
連
邦
は
、
森
林
が
そ
の
保
護
、
利
用
お
よ
び
福
利
の
機
能
を
全
う
す
る
た
め
に
配
慮
す
る
。
②
連
邦
は
、
森
林
の
保
護
に
か
ん
す
る
原
則
を
定
め
る
。
③
連
邦
は
、
森
林
の
維
持
の
た
め
の
措
置
を
促
進
す
る
。
第
七
八
条
︵
自
然
お
よ
び
邦
の
保
全
︶
①
自
然
お
よ
び
郷
土
の
保
全
は
、
邦
の
権
限
で
あ
る
。
②
連
邦
は
、
自
己
の
任
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
自
然
お
よ
び
郷
土
の
保
全
に
か
ん
す
る
懸
案
に
顧
慮
す
る
。
連
邦
は
、
土
地
状
況
、
地
域
景
観
、
史
跡
お
よ
び
自
然
的
記
念
物
お
よ
び
文
化
的
記
念
物
を
愛
護
す
る
。
連
邦
は
、
右
の
も
の
に
公
的
利
益
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
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は
、
そ
れ
を
完
全
な
形
で
保
存
す
る
。
③
連
邦
は
、
自
然
お
よ
び
郷
土
の
保
全
の
た
め
の
努
力
を
支
担
し
、
ま
た
、
全
ス
イ
ス
的
︵
g
e
sa
m
tsc
h
w
e
iz
e
risc
h
︶
意
義
を
も
つ
対
象
を
、
契
約
に
よ
り
、
ま
た
は
、
公
用
徴
収
の
方
法
で
取
得
ま
た
は
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
は
、
動
物
界
・
植
物
界
の
保
護
の
た
め
に
、
ま
た
、
自
然
的
多
様
性
の
中
で
動
・
植
物
の
生
存
域
を
維
持
す
る
た
め
に
規
則
を
制
定
す
る
。
連
邦
は
根
絶
の
危
機
に
頻
し
て
い
る
種
を
保
存
す
る
。
⑤
特
別
の
美
観
と
全
ス
イ
ス
的
意
義
を
有
す
る
湿
原
お
よ
び
湿
原
景
観
は
、
こ
れ
を
保
護
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
施
設
を
建
築
す
る
こ
と
も
、
何
ら
か
の
形
態
で
建
造
物
を
変
形
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
存
目
的
ま
た
は
湿
原
お
よ
び
湿
原
景
観
の
従
来
か
ら
の
国
家
経
済
的
利
用
に
資
し
て
い
る
施
設
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
第
七
九
条
︵
漁
撈
お
よ
び
狩
猟
︶
連
邦
は
、
漁
撈
お
よ
び
狩
猟
の
行
為
に
つ
い
て
、
と
く
に
、
多
様
な
種
類
の
魚
類
、
野
生
の
哺
乳
類
お
よ
び
鳥
類
の
保
存
の
た
め
に
、
原
則
を
定
め
る
。
第
八
〇
条
︵
動
物
の
保
護
︶
①
連
邦
は
、
動
物
の
保
護
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
左
の
事
項
に
か
ん
し
て
規
律
す
る
。
ａ
．
動
物
の
保
全
お
よ
び
飼
育
。
ｂ
．
動
物
実
験
お
よ
び
動
物
生
体
の
手
術
。
ｃ
．
動
物
の
利
用
。
ｄ
．
動
物
の
輸
入
お
よ
び
動
物
製
品
。
ｅ
．
動
物
の
取
扱
い
お
よ
び
動
物
の
輸
送
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
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ｆ
．
動
物
の
死
。
③
規
則
の
執
行
は
、
法
律
が
そ
れ
を
連
邦
に
留
保
し
て
い
な
い
限
り
で
、
邦
の
権
限
と
す
る
。
第
五
節
公
企
業
お
よ
び
交
通
第
八
一
条
︵
公
企
業
︶
連
邦
は
、
国
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
の
利
益
の
た
め
に
、
公
企
業
を
設
立
し
、
ま
た
は
、
そ
の
設
立
を
支
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
八
二
条
︵
道
路
交
通
︶
①
連
邦
は
、
道
路
交
通
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
全
ス
イ
ス
的
意
義
を
有
す
る
道
路
に
か
ん
し
て
監
督
権
を
行
使
す
る
。
連
邦
は
、
い
ず
れ
の
通
過
道
路
を
交
通
の
た
め
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
、
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
公
道
の
使
用
に
は
、
料
金
を
徴
収
し
な
い
。
連
邦
議
会
は
、
例
外
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
八
三
条
︵
国
道
︶
①
連
邦
は
、
国
道
網
の
設
置
と
そ
の
供
用
と
を
確
保
す
る
。
②
邦
は
、
連
邦
の
命
令
に
従
い
、
か
つ
、
そ
の
監
督
の
下
で
国
道
を
建
設
し
、
維
持
す
る
。
③
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
国
道
の
必
要
経
費
を
共
同
で
分
担
す
る
。
個
々
の
邦
の
分
担
部
分
は
、
国
道
に
よ
る
邦
の
負
担
、
利
益
お
よ
び
財
政
能
力
に
従
っ
て
こ
れ
を
決
め
る
。
第
八
四
条
︵
ア
ル
プ
ス
地
域
の
通
過
往
来
︶
①
連
邦
は
、
ア
ル
プ
ス
地
域
を
、
通
過
往
来
の
否
定
的
影
響
か
ら
保
護
す
る
。
連
邦
は
、
通
過
往
来
に
よ
る
負
担
を
、
人
、
動
物
お
よ
び
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植
物
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
生
存
領
域
が
害
さ
れ
な
い
範
囲
に
限
定
す
る
。
②
ア
ル
プ
ス
に
出
所
を
有
す
る
・
境
界
か
ら
境
界
に
か
け
て
の
物
資
の
通
過
往
来
は
、
軌
条
に
よ
っ
て
こ
れ
を
お
こ
な
う
。
連
邦
参
事
会
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
事
情
が
不
可
避
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
例
外
を
認
め
る
。
こ
の
例
外
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
詳
細
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
ア
ル
プ
ス
地
域
に
お
け
る
通
過
道
路
の
受
容
力
は
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
り
抜
け
交
通
に
よ
る
集
落
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
︹
の
建
設
︺
は
、
こ
の
制
限
か
ら
除
外
す
る
。
第
八
五
条
︵
重
量
車
輌
税
︶
①
連
邦
は
、
重
量
車
輌
に
対
し
て
、
そ
の
性
能
ま
た
は
使
用
実
績
に
応
じ
た
公
課
を
、
重
量
車
輌
が
未
だ
他
の
費
用
ま
た
は
公
課
で
補
塡
さ
れ
て
い
な
い
一
般
的
な
出
費
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
前
項
の
公
課
の
純
収
入
は
、
そ
れ
を
、
道
路
交
通
と
関
連
を
有
す
る
出
費
の
補
塡
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
邦
は
、
純
収
入
の
一
部
を
受
け
取
る
。
こ
の
分
与
額
の
算
定
に
際
し
て
は
、
山
岳
地
域
お
よ
び
境
界
地
域
に
お
い
て
右
公
課
を
徴
収
す
る
こ
と
の
も
つ
特
別
の
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
八
六
条
︵
燃
料
に
対
す
る
消
費
税
お
よ
び
そ
の
他
の
通
行
税
︶
①
連
邦
は
、
燃
料
に
対
し
て
消
費
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
連
邦
は
、
重
量
車
輌
税
の
課
税
対
象
で
な
い
自
動
車
お
よ
び
ト
レ
ー
ラ
ー
に
よ
る
国
道
の
使
用
に
対
し
て
、
使
用
料
を
課
す
。
③
連
邦
は
、
燃
料
に
対
す
る
消
費
税
の
純
収
入
の
半
分
お
よ
び
国
道
使
用
料
の
純
収
入
を
、
左
の
、
道
路
交
通
に
関
連
し
た
任
務
お
よ
び
出
費
に
充
当
す
る
。
ａ
．
国
道
の
設
置
、
維
持
お
よ
び
運
営
。
ｂ
．
連
絡
を
取
り
合
っ
た
交
通
お
よ
び
付
随
的
な
自
動
車
輸
送
の
促
進
と
交
通
の
分
離
と
の
た
め
の
措
置
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
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ｃ
．
主
要
道
路
の
設
置
の
た
め
の
負
担
。
ｄ
．
自
然
の
暴
威
を
防
ぐ
建
造
物
を
設
け
、
ま
た
、
道
路
交
通
に
よ
っ
て
不
可
欠
と
な
っ
た
環
境
お
よ
び
景
観
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
の
負
担
。
ｅ
．
自
動
車
を
通
す
道
路
に
つ
い
て
の
邦
の
負
担
︹
の
軽
減
︺
と
、
道
路
制
度
に
お
け
る
財
政
均
衡
と
の
た
め
の
一
般
的
負
担
。
ｆ
．
国
道
を
も
た
な
い
邦
お
よ
び
国
際
的
交
通
に
寄
与
し
て
い
る
ア
ル
プ
ス
道
路
を
も
つ
邦
の
た
め
の
負
担
。
④
前
項
の
処
置
が
︹
前
項
各
号
の
事
項
の
実
施
に
︺
不
足
す
る
場
合
に
は
、
連
邦
は
、
消
費
税
を
割
り
増
し
て
徴
収
す
る
。
第
八
七
条
︵
鉄
道
お
よ
び
そ
の
他
の
交
通
機
関
︶
鉄
道
交
通
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
航
行
に
か
ん
す
る
、
ま
た
、
航
空
お
よ
び
宇
宙
飛
行
に
か
ん
す
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
第
八
八
条
︵
歩
行
道
お
よ
び
遊
歩
道
︶
①
連
邦
は
、
歩
行
お
よ
び
遊
歩
の
た
め
の
道
路
網
に
か
ん
す
る
原
則
を
定
め
る
。
②
連
邦
は
、
前
項
の
道
路
網
の
設
置
お
よ
び
維
持
の
た
め
に
す
る
邦
の
措
置
を
支
担
し
、
ま
た
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
連
邦
は
、
自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
歩
行
お
よ
び
遊
歩
の
た
め
の
道
路
網
を
考
慮
し
、
ま
た
、
連
邦
が
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
に
つ
い
て
、
代
替
措
置
を
講
じ
る
。
第
六
節
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
第
八
九
条
︵
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
︶
①
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
各
々
の
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
充
分
で
、
拡
が
り
を
も
ち
、
か
つ
、
安
全
な
、
ま
た
経
済
的
で
環
境
に
支
障
― 199 ―
三
八
(
)
473
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
、
質
素
か
つ
合
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
の
た
め
に
尽
力
す
る
。
②
連
邦
は
、
現
地
に
あ
り
、
か
つ
更
新
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
、
質
素
か
つ
合
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
か
ん
し
て
、
原
則
を
定
め
る
。
③
連
邦
は
、
施
設
、
車
輌
お
よ
び
機
械
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
更
新
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
分
野
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
発
展
を
促
進
す
る
。
④
家
屋
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
か
ん
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
邦
が
こ
れ
を
担
当
す
る
。
⑤
連
邦
は
、
自
己
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
い
て
、
邦
お
よ
び
自
治
体
な
ら
び
に
経
済
界
の
努
力
を
尊
重
す
る
。
連
邦
は
、
国
内
の
個
々
の
地
域
の
関
係
お
よ
び
経
済
的
負
担
を
考
慮
に
入
れ
る
。
第
九
〇
条
︵
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
︶
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
領
域
に
お
け
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
第
九
一
条
︵
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
︶
①
連
邦
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
と
引
渡
し
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
②
液
体
ま
た
は
気
体
の
燃
料
ま
た
は
発
動
材
料
の
輸
送
の
た
め
の
配
管
設
備
に
か
ん
し
て
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
第
九
二
条
︵
郵
便
お
よ
び
電
信
制
度
︶
①
郵
便
お
よ
び
電
信
制
度
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
連
邦
は
、
国
の
全
地
域
に
お
け
る
郵
便
お
よ
び
電
信
事
業
に
よ
っ
て
充
分
か
つ
安
価
に
基
本
的
な
提
供
が
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
。
料
金
は
、
統
一
的
な
原
則
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
九
三
条
︵
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
︶
①
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
か
ん
し
て
、
ま
た
、
催
し
お
よ
び
情
報
を
電
気
通
信
技
術
に
よ
り
伝
播
す
る
他
の
形
態
に
か
ん
し
て
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
教
育
と
文
化
的
発
達
に
、
ま
た
、
自
由
な
意
思
形
成
と
娯
楽
に
寄
与
す
る
。
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
国
の
特
質
と
邦
の
需
要
を
考
慮
す
る
。
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
事
件
を
事
実
に
即
し
て
正
し
く
描
写
し
、
見
解
の
多
様
さ
に
適
合
し
た
報
道
を
す
る
。
③
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
自
律
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
に
お
け
る
自
治
と
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
④
そ
の
他
の
情
報
伝
達
手
段
、
と
り
わ
け
出
版
プ
レ
ス
の
地
位
お
よ
び
任
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
︹
編
成
に
か
ん
す
る
︺
訴
願
は
、
独
立
の
訴
願
審
級
で
審
理
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
節
経
済
第
九
四
条
︵
経
済
秩
序
の
原
則
︶
①
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
経
済
的
自
由
の
原
則
を
維
持
す
る
。
②
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
ス
イ
ス
の
経
済
全
般
の
利
益
を
擁
護
し
、
ま
た
、
私
経
済
を
︹
発
展
さ
せ
る
こ
と
︺
を
と
お
し
て
、
住
民
の
福
祉
お
よ
び
経
済
的
安
全
保
障
に
寄
与
す
る
。
③
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
各
々
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
私
経
済
の
︹
発
展
の
︺
た
め
の
地
域
的
条
件
に
配
慮
す
る
。
④
経
済
的
自
由
の
基
本
原
則
へ
の
違
反
、
と
り
わ
け
競
争
に
反
対
し
て
向
け
ら
れ
る
措
置
な
ど
は
、
そ
れ
が
、
連
邦
憲
法
に
規
定
さ
れ
、
も
し
く
は
、
邦
の
収
益
特
権
の
根
拠
を
も
つ
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
。
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第
九
五
条
︵
私
経
済
的
営
業
活
動
︶
①
連
邦
は
、
私
経
済
的
営
業
活
動
の
遂
行
に
か
ん
し
て
、
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
連
邦
は
、
統
一
的
な
ス
イ
ス
の
経
済
領
域
︹
の
形
成
・
発
展
︺
に
配
慮
す
る
。
連
邦
は
、
人
が
学
術
的
訓
練
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
連
邦
、
邦
も
し
く
は
邦
の
認
め
た
訓
練
制
度
を
と
お
し
て
身
に
つ
け
た
職
業
が
全
ス
イ
ス
︵
g
a
n
z
e
S
c
h
w
e
iz︶
に
お
い
て
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
第
九
六
条
︵
競
争
政
策
︶
①
連
邦
は
、
国
民
経
済
的
ま
た
は
社
会
的
に
損
害
を
与
え
る
よ
う
な
カ
ル
テ
ル
の
影
響
お
よ
び
他
の
競
争
の
制
限
に
反
対
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
左
の
目
的
で
措
置
を
講
じ
る
。
ａ
．
私
法
お
よ
び
公
法
上
の
、
市
場
支
配
力
の
あ
る
企
業
お
よ
び
組
織
に
よ
る
価
格
形
成
に
お
け
る
恣
意
を
阻
止
す
る
た
め
に
。
ｂ
．
不
当
競
争
に
反
対
す
る
た
め
に
。
第
九
七
条
︵
女
性
消
費
者
お
よ
び
男
性
消
費
者
の
保
護
︶
①
連
邦
は
、
女
性
消
費
者
お
よ
び
男
性
消
費
者
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
②
連
邦
は
、
消
費
者
組
織
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
法
的
手
段
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
消
費
者
組
織
は
、
不
当
競
争
︹
の
防
止
︺
に
か
ん
す
る
連
邦
法
律
制
定
の
領
域
に
お
い
て
職
業
・
経
済
団
体
と
同
等
の
権
利
を
有
す
る
。
③
邦
は
、
訴
訟
物
の
価
格
が
確
定
さ
れ
る
ま
で
の
争
訟
に
か
ん
し
て
、
調
停
手
続
ま
た
は
簡
易
で
即
時
の
法
廷
手
続
を
定
め
る
。
訴
訟
物
価
格
の
区
分
は
、
連
邦
参
事
会
が
こ
れ
を
画
定
す
る
。
第
九
八
条
︵
銀
行
お
よ
び
保
険
︶
①
連
邦
は
、
銀
行
お
よ
び
証
券
制
度
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
そ
の
際
に
、
連
邦
は
、
邦
銀
行
の
も
つ
特
別
の
任
務
お
よ
び
地
位
ヨ
ル
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を
考
慮
す
る
。
②
連
邦
は
、
そ
の
他
の
領
域
に
お
け
る
財
政
上
の
職
務
遂
行
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
連
邦
は
、
私
的
保
険
の
制
度
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
第
九
九
条
︵
貨
幣
・
通
貨
政
策
︶
①
貨
幣
お
よ
び
通
貨
制
度
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
貨
幣
お
よ
び
銀
行
券
の
鋳
造
・
発
行
の
権
利
は
、
も
っ
ぱ
ら
連
邦
が
こ
れ
を
有
す
る
。
②
ス
イ
ス
国
立
銀
行
は
、
独
立
の
中
央
銀
行
と
し
て
、
国
の
全
体
利
益
に
資
す
る
貨
幣
・
通
貨
政
策
を
指
導
す
る
。
同
銀
行
は
、
連
邦
の
協
働
お
よ
び
監
督
の
下
で
運
営
さ
れ
る
。
③
ス
イ
ス
国
立
銀
行
は
、
そ
の
収
入
か
ら
充
分
な
外
資
保
有
高
を
確
保
す
る
。
④
ス
イ
ス
国
立
銀
行
の
純
収
入
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
三
分
の
二
が
邦
に
属
す
る
。
第
一
〇
〇
条
︵
景
気
政
策
︶
①
連
邦
は
、
均
衡
の
と
れ
た
景
気
進
展
の
た
め
に
、
と
り
わ
け
、
失
業
お
よ
び
生
活
費
高
騰
を
防
止
し
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
措
置
を
講
じ
る
。
②
連
邦
は
、
国
の
個
々
の
構
成
単
位
の
経
済
的
発
展
に
顧
慮
す
る
。
連
邦
は
、
邦
お
よ
び
経
済
︹
体
︺
と
協
働
す
る
。
③
貨
幣
お
よ
び
信
用
制
度
に
お
い
て
、
対
外
経
済
に
お
い
て
、
な
ら
び
に
、
公
財
政
の
領
域
に
お
い
て
、
連
邦
は
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、
経
済
的
自
由
に
違
背
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
、
邦
お
よ
び
自
治
体
は
、
そ
の
歳
入
・
歳
出
政
策
に
お
い
て
、
景
気
状
況
を
顧
慮
す
る
。
⑤
連
邦
は
、
景
気
安
定
の
た
め
に
、
臨
時
的
に
、
連
邦
法
上
の
公
課
に
割
増
金
を
付
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
を
割
り
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
供
出
さ
れ
た
資
金
は
、
こ
れ
を
凍
結
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
凍
結
解
除
の
後
、
直
接
公
課
は
個
人
に
還
元
さ
れ
、
間
接
公
課
は
、
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割
引
ま
た
は
労
働
供
給
の
た
め
に
転
用
さ
れ
る
。
⑥
連
邦
は
、
企
業
に
、
労
働
供
給
準
備
制
度
の
設
置
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
は
、
そ
の
た
め
に
租
税
軽
減
措
置
を
擁
護
し
、
ま
た
、
そ
れ
に
か
ん
し
て
邦
に
義
務
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
。
企
業
は
、
右
の
義
務
付
け
が
解
除
さ
れ
た
後
に
、
法
律
の
定
め
る
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
、
設
置
し
た
も
の
︹
を
い
か
に
利
用
す
る
か
︺
に
つ
い
て
自
由
に
決
定
す
る
。
第
一
〇
一
条
︵
対
外
経
済
政
策
︶
①
連
邦
は
、
外
国
に
お
け
る
ス
イ
ス
経
済
の
利
益
を
擁
護
す
る
。
②
特
別
の
場
合
に
は
、
連
邦
は
、
内
国
経
済
の
保
護
の
た
め
に
措
置
を
講
じ
る
。
連
邦
は
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、
経
済
的
自
由
の
原
則
に
違
背
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
二
条
︵
国
土
扶
育
︶
①
連
邦
は
、
権
力
政
治
的
ま
た
は
軍
事
的
脅
威
が
あ
る
場
合
に
、
ま
た
、
経
済
が
独
力
で
対
処
し
え
な
い
よ
う
な
重
大
な
欠
乏
状
況
の
際
に
、
生
活
必
需
品
お
よ
び
働
き
口
を
備
え
た
国
土
扶
育
を
確
保
す
る
。
連
邦
は
、
予
備
的
措
置
を
講
じ
る
。
②
連
邦
は
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
、
経
済
的
自
由
の
原
則
に
違
背
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
三
条
︵
構
造
的
政
策
︶
連
邦
は
、
国
の
、
経
済
的
に
危
機
に
頻
し
て
い
る
構
成
単
位
を
支
担
し
、
ま
た
、
経
済
の
各
部
門
と
職
業
に
つ
い
て
、
そ
の
存
立
の
保
障
を
目
的
と
し
た
期
待
し
う
る
自
助
の
措
置
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
助
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
四
条
︵
農
業
︶
①
連
邦
は
、
農
業
が
持
続
的
で
市
場
に
適
合
的
な
生
産
を
と
お
し
て
左
の
事
項
の
た
め
に
本
質
的
な
寄
与
を
す
べ
く
、
配
慮
す
る
。
ａ
．
全
住
民
に
対
し
て
確
実
な
生
活
保
障
を
お
こ
な
う
こ
と
。
ｂ
．
自
然
的
生
活
基
盤
を
維
持
し
、
人
工
的
景
観
を
育
成
す
る
こ
と
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
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ｃ
．
国
土
全
体
に
集
中
的
で
な
い
状
態
で
人
口
分
布
を
す
る
こ
と
。
②
連
邦
は
、
農
業
の
自
助
が
期
待
で
き
る
場
合
に
は
こ
れ
を
補
完
し
て
、
ま
た
、
や
む
を
え
な
い
場
合
に
は
経
済
的
自
由
の
原
則
に
違
背
し
て
、
農
民
に
よ
る
、
土
地
統
制
的
な
経
営
を
奨
励
す
る
。
③
連
邦
は
、
農
業
が
そ
の
多
機
能
的
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
措
置
を
講
じ
る
。
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
左
の
権
限
お
よ
び
課
題
を
有
す
る
。
ａ
．
連
邦
は
、
生
態
学
上
の
業
績
証
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
達
成
さ
れ
た
成
果
に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬
を
農
民
に
得
さ
せ
る
た
め
に
、
直
接
的
支
払
い
に
よ
り
、
農
民
の
収
入
を
補
完
す
る
。
ｂ
．
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
自
然
に
親
密
で
環
境
お
よ
び
動
物
に
好
意
的
な
生
産
方
式
を
、
経
済
的
に
引
き
合
う
刺
激
に
よ
っ
て
奨
励
す
る
。
ｃ
．
連
邦
は
、
食
料
品
に
つ
い
て
、
そ
の
製
造
元
、
品
質
、
製
造
方
法
お
よ
び
加
工
工
程
を
明
示
す
る
こ
と
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
ｄ
．
連
邦
は
、
肥
料
材
料
、
化
学
製
品
お
よ
び
そ
の
他
の
補
助
材
料
に
よ
っ
て
増
大
し
た
侵
害
か
ら
、
環
境
を
保
護
す
る
。
ｅ
．
連
邦
は
、
農
業
に
か
ん
す
る
研
究
、
討
論
お
よ
び
訓
練
を
奨
励
し
、
調
査
の
助
成
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ｆ
．
連
邦
は
、
農
民
の
土
地
所
有
を
安
定
化
す
る
た
め
の
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
は
、
前
項
ま
で
に
示
し
た
課
題
を
達
成
す
る
た
め
に
、
農
業
分
野
で
の
目
的
の
定
ま
っ
た
手
段
お
よ
び
一
般
的
な
連
邦
の
手
段
を
用
い
る
。
第
一
〇
五
条
︵
ア
ル
コ
ー
ル
︶
蒸
留
酒
の
製
造
、
輸
入
、
精
製
お
よ
び
販
売
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
の
も
た
ら
す
有
害
な
効
果
を
斟
酌
す
る
。
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第
一
〇
六
条
︵
賭
博
︶
①
賭
博
お
よ
び
富
籤
に
か
ん
す
る
法
律
の
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
賭
博
場
の
開
設
と
経
営
に
つ
い
て
は
、
連
邦
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
連
邦
は
、
許
可
を
付
与
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
的
条
件
お
よ
び
賭
博
の
も
た
ら
す
危
険
を
顧
慮
す
る
。
③
連
邦
は
、
収
益
に
応
じ
た
賭
博
場
税
を
課
す
る
。
同
税
は
、
賭
博
場
経
営
か
ら
生
じ
た
賭
博
収
益
の
総
額
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
同
税
は
、
老
齢
・
遺
族
・
障
害
保
険
へ
の
連
邦
分
担
金
の
支
弁
の
た
め
に
、
こ
れ
を
充
て
る
。
④
高
収
益
の
可
能
な
・
熟
練
を
要
す
る
賭
博
機
の
︹
導
入
の
︺
許
可
は
、
邦
の
権
限
で
あ
る
。
第
一
〇
七
条
︵
武
器
お
よ
び
軍
需
資
材
︶
①
連
邦
は
、
武
器
、
武
器
の
付
属
部
品
お
よ
び
弾
薬
類
の
濫
用
を
規
制
す
る
た
め
の
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
軍
需
資
材
の
製
造
、
調
達
お
よ
び
販
売
な
ら
び
に
輸
入
、
輸
出
お
よ
び
通
過
輸
送
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
第
八
節
住
宅
、
労
働
、
社
会
保
険
お
よ
び
保
健
第
一
〇
八
条
︵
住
宅
建
設
お
よ
び
住
宅
所
有
の
促
進
︶
①
連
邦
は
、
私
人
の
自
己
所
有
を
推
進
す
る
た
め
の
住
宅
の
建
設
な
ら
び
に
住
宅
お
よ
び
家
屋
の
所
有
と
、
共
同
使
用
の
住
居
用
建
物
の
管
理
者
お
よ
び
組
織
の
活
動
と
を
助
成
す
る
。
②
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
住
宅
建
設
の
た
め
の
土
地
の
調
達
と
開
発
、
住
宅
建
設
の
合
理
化
と
低
廉
化
お
よ
び
住
宅
費
用
の
低
廉
化
を
促
進
す
る
。
③
連
邦
は
、
住
宅
建
設
の
た
め
の
土
地
開
発
と
建
設
の
合
理
化
と
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
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ス
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権
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④連
邦
は
、
前
項
ま
で
の
こ
と
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
、
家
族
、
老
齢
者
、
貧
困
者
お
よ
び
障
害
者
に
配
慮
す
る
。
第
一
〇
九
条
︵
貸
家
制
度
︶
①
連
邦
は
、
貸
家
制
度
に
お
け
る
濫
用
、
と
く
に
法
外
な
家
賃
に
対
抗
す
る
規
則
、
な
ら
び
に
、
法
外
な
解
約
告
知
を
取
り
消
さ
れ
う
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
賃
貸
借
関
係
を
期
限
を
付
し
て
延
長
す
る
こ
と
に
か
ん
す
る
規
則
を
、
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
概
括
的
賃
貸
借
契
約
の
一
般
拘
束
的
効
力
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
契
約
は
、
そ
れ
が
、
理
由
の
あ
る
少
数
者
の
利
益
と
地
域
的
多
様
性
と
を
適
切
に
斟
酌
し
て
お
り
、
か
つ
、
法
的
平
等
を
侵
害
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
一
般
拘
束
的
効
力
を
も
つ
も
の
と
宣
言
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
第
一
一
〇
条
︵
労
働
︶
①
連
邦
は
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ａ
．
女
性
労
働
者
お
よ
び
男
性
労
働
者
の
保
護
。
ｂ
．
使
用
者
側
と
労
働
者
側
と
の
関
係
、
と
く
に
経
営
上
お
よ
び
職
業
上
の
関
心
事
に
つ
い
て
の
一
般
的
規
律
に
か
ん
し
て
。
ｃ
．
職
業
紹
介
。
ｄ
．
共
同
労
働
協
約
︵
G
e
sa
m
tsa
rb
e
itsv
e
rtra
g
︶
が
一
般
拘
束
的
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
。
②
共
同
労
働
協
約
は
、
そ
れ
が
、
理
由
の
あ
る
少
数
者
の
利
益
と
地
域
的
多
様
性
と
を
適
切
に
斟
酌
し
て
お
り
、
か
つ
、
法
的
平
等
と
連
合
の
自
由
︵
K
o
a
litio
n
sfre
ih
e
it︶
と
を
侵
害
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
一
般
拘
束
的
効
力
を
も
つ
も
の
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
八
月
一
日
は
、
連
邦
休
日
で
あ
る
。
右
の
日
は
、
労
働
法
上
、
日
曜
日
と
同
等
に
扱
い
、
有
給
と
す
る
。
第
一
一
一
条
︵
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
へ
の
配
慮
︶
①
連
邦
は
、
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
へ
の
充
分
な
配
慮
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
三
つ
の
支
柱
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
保
険
、
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
、
職
業
保
険
お
よ
び
個
人
加
入
保
険
に
そ
の
基
礎
を
置
く
。
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②連
邦
は
、
連
邦
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
な
ら
び
に
職
業
保
険
が
各
々
の
目
的
を
永
続
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
。
③
連
邦
は
、
邦
に
対
し
、
連
邦
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
な
ら
び
に
職
業
保
険
の
制
度
に
か
ん
し
て
納
税
義
務
を
免
除
し
、
ま
た
、
右
保
険
に
か
か
わ
る
女
性
雇
傭
者
お
よ
び
男
性
雇
傭
者
に
、
分
担
金
お
よ
び
期
待
権
的
な
請
求
権
に
か
ん
し
て
租
税
軽
減
を
保
障
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
は
、
個
人
加
入
保
険
に
つ
い
て
、
邦
と
協
働
し
て
、
と
り
わ
け
財
政
・
財
産
政
策
上
の
措
置
に
よ
り
、
こ
れ
を
奨
励
す
る
。
第
一
一
二
条
︵
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
︶
①
連
邦
は
、
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
規
則
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
左
の
原
則
を
顧
慮
す
る
。
ａ
．
保
険
は
、
義
務
的
で
あ
る
こ
と
。
ｂ
．
年
金
は
、
生
存
の
必
要
を
充
分
に
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ｃ
．
最
高
額
の
年
金
は
、
最
低
額
の
年
金
の
二
倍
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ｄ
．
年
金
︹
の
額
︺
は
、
少
な
く
と
も
、
物
価
変
動
に
即
応
し
た
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
③
保
険
の
財
源
は
、
左
の
も
の
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ま
か
な
う
。
ａ
．
女
性
雇
傭
者
お
よ
び
男
性
雇
傭
者
が
そ
の
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
の
た
め
に
そ
の
半
額
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
、
被
保
険
者
に
よ
る
保
険
料
。
ｂ
．
連
邦
、
お
よ
び
、
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
邦
に
よ
る
支
出
。
④
連
邦
お
よ
び
邦
の
支
出
は
、
合
わ
せ
て
、
経
費
の
半
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
⑤
連
邦
の
支
出
は
、
ま
ず
、
煙
草
税
お
よ
び
蒸
留
酒
へ
の
租
税
の
純
収
入
と
、
ま
た
、
賭
博
場
の
経
営
へ
の
公
課
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
ヨ
ル
ク
・
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ま
か
な
う
。
⑥
連
邦
は
、
傷
害
者
の
社
会
復
帰
を
助
成
し
、
ま
た
、
老
齢
者
、
遺
族
お
よ
び
障
害
者
の
た
め
に
な
さ
れ
る
努
力
を
援
助
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
連
邦
は
、
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
か
ら
資
金
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
三
条
︵
職
業
保
険
︶
①
連
邦
は
、
職
業
保
険
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
規
則
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
左
の
原
則
を
顧
慮
す
る
。
ａ
．
職
業
保
険
は
、
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
と
連
携
し
つ
つ
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
通
常
の
生
活
水
準
の
維
持
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ｂ
．
職
業
保
険
は
、
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
に
は
義
務
的
で
あ
る
こ
と
。
ｃ
．
女
性
雇
傭
者
お
よ
び
男
性
雇
傭
者
が
、
そ
の
雇
傭
す
る
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
を
一
つ
の
保
険
制
度
に
よ
っ
て
保
護
す
る
こ
と
。
必
要
な
場
合
に
は
、
連
邦
は
、
右
雇
傭
者
が
、
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
を
一
つ
の
連
邦
保
険
制
度
で
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ｄ
．
自
営
業
者
は
、
任
意
に
職
業
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｅ
．
自
営
業
者
の
一
定
の
集
団
に
対
し
て
は
、
連
邦
は
、
一
般
的
に
ま
た
は
個
別
の
保
険
事
故
に
か
ん
し
て
、
職
業
保
険
が
義
務
的
で
あ
る
旨
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
職
業
保
険
の
財
源
は
、
女
性
雇
傭
者
お
よ
び
男
性
雇
傭
者
が
、
そ
の
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
の
保
険
料
の
少
な
く
と
も
半
額
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
、
被
保
険
者
に
よ
る
保
険
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ま
か
な
う
。
④
保
険
制
度
は
、
連
邦
法
の
定
め
る
最
低
必
要
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
は
、
特
別
な
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
全
ス
イ
ス
的
に
適
用
さ
れ
る
措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
一
四
条
︵
失
業
保
険
︶
①
連
邦
は
、
失
業
保
険
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
②
連
邦
は
、
規
則
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
左
の
原
則
を
顧
慮
す
る
。
ａ
．︹
失
業
︺
保
険
は
、
適
切
な
収
入
の
補
塡
を
保
障
し
、
ま
た
、
失
業
を
防
止
し
克
服
す
る
た
め
の
措
置
を
支
担
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ｂ
．
加
入
は
、
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
律
に
よ
り
、
例
外
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｃ
．
自
営
業
者
は
、
任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
③
︹
失
業
︺
保
険
の
財
源
は
、
女
性
雇
傭
者
お
よ
び
男
性
雇
傭
者
が
そ
の
女
性
被
傭
者
お
よ
び
男
性
被
傭
者
の
た
め
に
そ
の
半
額
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
の
、
被
保
険
者
に
よ
る
保
険
料
に
よ
っ
て
こ
れ
を
ま
か
な
う
。
④
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
異
常
事
態
に
あ
っ
て
は
、
財
政
的
給
付
を
︹
失
業
保
険
に
︺
指
し
向
け
る
。
⑤
連
邦
は
、
失
業
救
済
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
五
条
︵
貧
困
者
援
護
︶
貧
困
者
に
つ
い
て
は
、
居
住
邦
が
そ
の
援
護
に
あ
た
る
。
連
邦
は
、
例
外
お
よ
び
権
限
を
定
め
る
。
第
一
一
六
条
︵
家
族
手
当
お
よ
び
母
性
保
険
︶
①
連
邦
は
、
自
己
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
、
家
族
︹
保
護
︺
の
必
要
を
顧
慮
す
る
。
連
邦
は
、
家
族
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
支
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
連
邦
は
、
家
族
手
当
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
し
、
連
邦
の
家
族
手
当
調
整
金
庫
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
連
邦
は
、
母
性
保
険
を
設
け
る
。
連
邦
は
、
保
険
給
付
の
利
益
を
享
受
し
え
な
い
人
に
も
保
険
料
︹
の
納
付
︺
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
は
、
家
族
手
当
調
整
金
庫
お
よ
び
母
性
保
険
へ
の
加
入
を
、
一
般
的
に
、
ま
た
は
個
別
の
住
民
集
団
に
つ
い
て
義
務
的
で
あ
る
旨
ヨ
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宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
連
邦
の
財
政
負
担
を
、
邦
の
適
切
な
財
政
負
担
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
七
条
︵
疾
病
・
災
害
保
険
︶
①
連
邦
は
、
疾
病
・
災
害
保
険
に
か
ん
し
て
、
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
連
邦
は
、
疾
病
・
災
害
保
険
︹
へ
の
加
入
︺
を
、
一
般
的
に
、
ま
た
は
個
別
の
住
民
集
団
に
つ
い
て
義
務
的
で
あ
る
旨
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
八
条
︵
健
康
の
保
全
︶
①
連
邦
は
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
、
健
康
の
保
全
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
②
連
邦
は
、
左
の
事
項
に
か
ん
し
て
規
則
を
制
定
す
る
。
ａ
．
食
料
品
の
範
囲
、
な
ら
び
に
、
健
康
に
有
害
な
薬
品
、
麻
酔
剤
、
微
生
物
、
化
学
製
品
お
よ
び
奢
侈
品
の
範
囲
。
ｂ
．
人
間
お
よ
び
動
物
に
伝
染
し
、
強
く
拡
散
し
、
ま
た
は
悪
質
な
病
気
の
克
服
。
ｃ
．
イ
オ
ン
化
放
射
線
か
ら
の
保
護
。
第
一
一
九
条
︵
人
間
の
領
域
に
お
け
る
生
殖
医
療
お
よ
び
遺
伝
技
術
︶
①
人
間
は
、
生
殖
医
療
お
よ
び
遺
伝
技
術
の
濫
用
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
②
連
邦
は
、
人
間
の
胚
形
質
・
遺
伝
形
質
の
関
係
領
域
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
連
邦
は
、
そ
の
際
、
人
間
の
尊
厳
、
人
格
お
よ
び
家
族
の
保
護
に
配
慮
し
、
と
り
わ
け
、
左
の
諸
原
則
を
顧
慮
す
る
。
ａ
．
人
間
の
胚
細
胞
お
よ
び
胎
児
の
遺
伝
形
質
へ
の
侵
害
を
許
容
し
な
い
こ
と
。
ｂ
．
人
間
の
も
の
で
な
い
胚
形
質
・
遺
伝
形
質
を
人
間
の
胚
形
質
の
中
に
混
入
し
、
ま
た
は
両
者
を
配
合
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ｃ
．
生
殖
幇
助
の
手
続
き
は
、
妊
娠
不
能
ま
た
は
重
大
な
病
気
の
伝
染
の
危
険
を
除
く
の
に
他
に
手
段
の
な
い
場
合
に
、
か
つ
、
子
ど
も
に
一
定
の
特
質
を
も
た
ら
す
目
的
や
研
究
を
促
進
す
る
目
的
で
な
い
場
合
に
の
み
、
用
い
ら
れ
て
よ
い
こ
と
。
女
性
の
体
外
で
人
間
の
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卵
細
胞
に
受
精
さ
せ
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
べ
き
条
件
の
下
で
の
み
許
容
さ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
相
当
多
数
の
人
間
の
卵
細
胞
を
女
性
の
体
外
で
胚
へ
と
成
長
さ
せ
て
よ
い
の
は
、
そ
れ
を
即
時
に
女
性
に
移
植
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
。
ｄ
．
胎
児
の
寄
贈
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
代
理
母
は
、
許
容
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ｅ
．
人
間
の
胚
形
質
や
、
胎
児
か
ら
生
ず
る
も
の
を
も
っ
て
取
引
の
対
象
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
ｆ
．
人
間
の
遺
伝
形
質
が
検
査
さ
れ
、
記
録
さ
れ
、
ま
た
は
公
開
さ
れ
て
よ
い
の
は
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
か
法
律
の
規
定
に
も
と
づ
く
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
。
ｇ
．
人
が
自
己
の
血
統
に
か
ん
す
る
記
録
を
入
手
す
る
こ
と
が
、
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
︹
一
九
九
九
年
二
月
七
日
の
国
民
投
票
に
よ
り
前
も
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
た
次
の
条
文
を
挿
入
し
た
も
の
が
現
行
法
で
あ
る
。︺
第
一
一
九
条
の
二
︵
移
植
医
療
︶
①
連
邦
は
、
臓
器
、
組
織
お
よ
び
細
胞
の
移
植
の
分
野
に
お
い
て
規
則
を
制
定
す
る
。
連
邦
は
、
そ
の
際
、
人
間
の
尊
厳
、
人
格
お
よ
び
健
康
に
配
慮
す
る
。
②
連
邦
は
、
と
り
わ
け
、
臓
器
の
正
し
い
割
り
当
て
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
。
③
人
間
の
臓
器
、
組
織
お
よ
び
細
胞
の
提
供
は
、
無
償
と
す
る
。
人
間
の
臓
器
を
取
引
き
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
。
第
一
二
〇
条
︵
人
間
以
外
の
領
域
に
お
け
る
遺
伝
技
術
︶
①
人
間
お
よ
び
そ
の
環
境
は
、
こ
れ
を
遺
伝
技
術
の
濫
用
か
ら
保
護
す
る
。
②
連
邦
は
、
動
物
、
植
物
そ
の
他
生
物
の
胚
形
質
・
遺
伝
形
質
の
関
係
領
域
に
か
ん
す
る
規
則
を
制
定
す
る
。
そ
の
際
、
連
邦
は
、
被
造
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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物
の
尊
厳
な
ら
び
に
人
間
、
動
物
お
よ
び
環
境
の
安
全
を
顧
慮
し
、
か
つ
、
動
・
植
物
の
形
態
の
遺
伝
子
上
の
多
様
性
を
保
護
す
る
。
第
九
節
女
性
外
国
人
お
よ
び
男
性
外
国
人
の
滞
在
お
よ
び
定
住
第
一
二
一
条
①
外
国
人
女
性
お
よ
び
外
国
人
男
性
の
入
・
出
国
、
滞
在
お
よ
び
定
住
な
ら
び
に
難
民
の
保
護
に
か
ん
す
る
法
律
の
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
国
の
安
全
を
危
う
く
す
る
外
国
人
女
性
お
よ
び
外
国
人
男
性
は
、
こ
れ
を
国
外
追
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
〇
節
民
事
法
・
刑
事
法
・
測
量
制
度
第
一
二
二
条
︵
民
事
法
︶
①
民
事
法
の
領
域
に
お
け
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
民
事
に
お
け
る
裁
判
所
構
成
、
裁
判
手
続
お
よ
び
判
決
に
つ
い
て
は
、
邦
が
権
限
を
有
す
る
。
③
法
的
効
力
を
有
す
る
民
事
判
決
は
、
全
ス
イ
ス
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
︹
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
の
国
民
投
票
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。︺
第
一
二
二
条
︵
民
事
法
︶
①
民
事
法
お
よ
び
民
事
訴
訟
法
の
領
域
に
お
け
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
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②民
事
に
お
け
る
裁
判
所
構
成
お
よ
び
判
決
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
別
に
定
め
を
し
て
い
な
い
限
り
、
邦
が
権
限
を
有
す
る
。
③
削ヽ
除ヽ
第
一
二
三
条
︵
刑
事
法
︶
①
刑
事
法
の
領
域
に
お
け
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
連
邦
は
、
邦
が
左
の
事
項
に
つ
い
て
寄
与
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
ａ
．︹
刑
事
法
領
域
の
公
共
︺
施
設
の
設
立
。
ｂ
．
刑
罰
お
よ
び
措
置
の
執
行
の
改
善
。
ｃ
．
少
年
、
青
年
お
よ
び
年
少
成
人
へ
の
教
育
上
の
措
置
を
執
行
す
る
施
設
。
③
刑
事
に
お
け
る
裁
判
所
組
織
、
裁
判
手
続
お
よ
び
判
決
に
つ
い
て
は
、
邦
が
権
限
を
有
す
る
。
︹
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
の
国
民
投
票
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。︺
第
一
二
三
条
︵
刑
事
法
︶
①
刑
事
法
お
よ
び
刑
事
訴
訟
法
の
領
域
に
お
け
る
法
律
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
②
刑
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
構
成
、
判
決
な
ら
び
に
刑
お
よ
び
措
置
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
別
に
定
め
を
し
て
い
な
い
限
り
、
邦
が
権
限
を
有
す
る
。
③
現ヽ
行ヽ
規ヽ
定ヽ
のヽ
第ヽ
二ヽ
項ヽ
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
一
二
四
条
︵
犯
罪
被
害
者
の
救
助
︶
連
邦
お
よ
び
邦
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
自
己
の
身
体
的
、
精
神
的
ま
た
は
性
的
に
無
傷
で
あ
る
状
態
を
侵
害
さ
れ
た
人
が
救
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
人
が
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
経
済
的
困
難
に
陥
っ
た
場
合
、
適
切
に
補
償
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
す
る
。
第
一
二
五
条
︵
測
量
制
度
︶
測
量
制
度
に
か
ん
す
る
法
律
の
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
第
三
章
財
政
秩
序
第
一
二
六
条
︵
連
邦
会
計
の
執
行
︶
①
連
邦
は
、
そ
の
歳
入
お
よ
び
歳
出
を
、
継
続
的
に
均
衡
が
と
れ
る
よ
う
保
持
す
る
。
②
連
邦
は
、
貸
借
対
照
表
に
欠
損
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
の
解
消
に
あ
た
る
。
そ
の
際
、
連
邦
は
、
経
済
状
況
を
顧
慮
す
る
。
第
一
二
七
条
︵
課
税
原
則
︶
①
租
税
の
構
成
、
と
く
に
納
税
義
務
者
の
範
囲
、
租
税
の
対
象
お
よ
び
そ
の
割
当
て
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
的
事
項
は
、
法
律
自
身
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
租
税
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
課
税
の
一
般
性
お
よ
び
均
等
性
の
原
則
な
ら
び
に
経
済
的
負
担
能
力
に
相
応
し
た
課
税
の
原
則
が
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
充
た
さ
れ
る
限
り
で
、
租
税
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
③
邦
間
の
二
重
課
税
は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
。
連
邦
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
第
一
二
八
条
︵
直
接
税
︶
①
連
邦
は
、
左
の
直
接
税
を
課
す
。
― 183 ―
五
四
(
)
489
ａ
．
自
然
人
の
所
得
に
対
し
て
最
高
限
度
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
。
ｂ
．
法
人
の
純
収
入
に
対
し
て
最
高
限
度
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
。
ｃ
．
法
人
の
資
本
お
よ
び
準
備
金
に
対
し
て
最
高
限
度
一
〇
〇
〇
分
の
〇
・
八
二
五
。
②
連
邦
は
、
税
率
を
確
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
邦
お
よ
び
自
治
体
の
直
接
税
に
よ
る
負
担
を
相
応
に
斟
酌
す
る
。
③
自
然
人
の
所
得
に
対
す
る
租
税
に
か
ん
し
て
は
、
機
械
的
な
累
進
の
も
た
ら
す
結
果
を
、
時
限
を
設
け
て
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
租
税
は
、
邦
が
税
額
の
査
定
お
よ
び
徴
収
を
お
こ
な
う
。
租
税
の
総
収
入
の
一
〇
分
の
三
は
、
邦
が
入
手
す
る
。
そ
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
六
分
の
一
は
、
邦
間
の
財
政
均
衡
を
は
か
る
た
め
に
こ
れ
を
用
い
る
。
第
一
二
九
条
︵
租
税
調
和
︶
①
連
邦
は
、
連
邦
、
邦
お
よ
び
自
治
体
の
間
に
直
接
税
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
に
か
ん
し
て
、
原
則
を
定
め
る
。
連
邦
は
、
邦
の
す
る
︹
租
税
︺
調
和
の
た
め
の
努
力
を
考
慮
す
る
。
②
︹
租
税
︺
調
和
は
、
納
税
義
務
、
賦
課
対
象
お
よ
び
納
付
期
限
、
手
続
法
な
ら
び
に
租
税
刑
事
法
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
と
く
に
税
率
、
課
税
限
度
お
よ
び
免
除
額
は
、︹
租
税
︺
調
和
の
対
象
か
ら
除
く
。
③
連
邦
は
、
不
当
な
租
税
優
遇
措
置
に
対
抗
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
三
〇
条
︵
付
加
価
値
税
︶
①
連
邦
は
、
課
税
対
象
の
納
入
、
自
己
消
費
の
た
め
の
も
の
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
行
為
お
よ
び
輸
入
に
対
し
て
、
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
限
と
し
て
、
付
加
価
値
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
税
収
入
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る
免
税
措
置
に
、
こ
れ
を
充
て
る
。
③
国
民
の
年
齢
構
成
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
老
齢
・
遺
族
お
よ
び
障
害
保
険
の
財
政
が
維
持
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
売
上
税
の
率
を
、
連
邦
法
律
の
形
式
で
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
限
と
し
て
、
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
一
三
一
条
︵
特
別
消
費
税
︶
①
連
邦
は
、
左
の
も
の
に
対
し
て
特
別
消
費
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
ａ
．
煙
草
お
よ
び
煙
草
製
品
。
ｂ
．
蒸
留
酒
。
ｃ
．
ビ
ー
ル
。
ｄ
．
自
動
車
お
よ
び
そ
の
部
品
。
ｅ
．
石
油
、
そ
の
他
鉱
油
、
天
然
ガ
ス
お
よ
び
そ
れ
ら
を
精
製
し
て
得
ら
れ
る
製
品
な
ら
び
に
燃
料
。
②
連
邦
は
、
燃
料
に
対
す
る
消
費
税
を
増
徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
蒸
留
酒
に
課
せ
ら
れ
た
租
税
か
ら
得
ら
れ
る
連
邦
の
純
収
入
の
う
ち
、
邦
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
受
け
取
る
。
こ
の
資
金
は
、
中
毒
問
題
の
根
源
お
よ
び
作
用
を
克
服
す
る
た
め
に
こ
れ
を
用
い
る
。
第
一
三
二
条
︵
印
紙
税
お
よ
び
為
替
税
︶
①
連
邦
は
、
有
価
証
券
、
保
険
料
受
領
証
お
よ
び
そ
の
他
の
商
取
引
の
証
書
に
対
し
て
、
印
紙
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
土
地
取
引
証
書
お
よ
び
土
地
抵
当
証
書
は
、
印
紙
税
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。
②
連
邦
は
、
動
産
た
る
資
本
財
産
に
よ
る
収
益
、
富
籤
の
賞
金
お
よ
び
保
険
給
付
金
に
対
し
て
、
清
算
税
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
三
三
条
︵
関
税
︶
国
境
を
越
え
る
商
品
流
通
に
対
す
る
関
税
お
よ
び
そ
の
他
公
課
に
か
ん
す
る
法
律
の
制
定
は
、
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
。
第
一
三
四
条
︵
邦
お
よ
び
自
治
体
に
よ
る
課
税
の
排
除
︶
連
邦
立
法
が
加
価
値
税
、
特
別
消
費
税
、
印
紙
税
お
よ
び
為
替
税
の
対
象
と
し
た
も
の
ま
た
は
非
課
税
と
し
た
も
の
は
、
邦
お
よ
び
自
治
体
に
対
し
て
は
、
同
種
類
の
租
税
の
形
で
こ
れ
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
一
三
五
条
︵
財
政
均
衡
︶
①
連
邦
は
、
各
邦
間
の
財
政
均
衡
を
促
進
す
る
。
②
連
邦
は
、︹
邦
間
の
財
政
均
衡
を
は
か
る
た
め
の
︺
連
邦
の
寄
与
を
提
供
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
邦
の
財
政
能
力
お
よ
び
山
岳
地
域
を
考
慮
す
る
。
第
四
編
国
民
お
よ
び
邦
第
一
章
一
般
規
定
第
一
三
六
条
︵
政
治
的
権
利
︶
①
連
邦
の
管
轄
事
項
に
か
ん
す
る
政
治
的
権
利
は
、
一
八
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
精
神
的
疾
病
ま
た
は
知
的
障
害
で
行
為
能
力
の
剥
奪
宣
言
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
な
い
ス
イ
ス
人
女
性
お
よ
び
ス
イ
ス
人
男
性
に
属
す
る
。
こ
の
人
々
は
す
べ
て
、
同
等
の
政
治
的
権
利
お
よ
び
義
務
を
有
す
る
。
②
前
項
の
ス
イ
ス
人
は
、
国
民
院
議
員
選
挙
お
よ
び
連
邦
の
選
挙
に
参
加
し
、
ま
た
、
連
邦
の
諸
問
題
に
か
ん
す
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
提
起
し
ま
た
そ
れ
に
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
三
七
条
︵
政
党
︶
政
党
は
、
国
民
の
意
見
お
よ
び
意
思
の
形
成
に
つ
き
協
働
す
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
二
章
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
第
一
三
八
条
︵
連
邦
憲
法
全
面
改
正
へ
の
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
︶
①
一
〇
万
人
の
有
権
者
は
、
連
邦
憲
法
の
全
面
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
右
の
請
求
は
、
国
民
の
投
票
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
三
九
条
︵
連
邦
憲
法
部
分
改
正
へ
の
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
︶
①
一
〇
万
人
の
有
権
者
は
、
連
邦
憲
法
の
部
分
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
連
邦
憲
法
の
部
分
改
正
を
求
め
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
、
一
般
的
発
議
の
形
式
ま
た
は
完
成
さ
れ
た
草
案
の
形
式
の
い
ず
れ
か
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
、
形
式
の
統
一
性
、
題
材
の
統
一
性
に
欠
け
、
ま
た
は
、
国
民
の
権
利
に
か
ん
す
る
強
行
規
定
に
反
し
て
い
る
場
合
に
は
、
連
邦
議
会
は
、
そ
れ
を
全
部
ま
た
は
一
部
無
効
で
あ
る
旨
宣
言
す
る
。
④
連
邦
議
会
は
、
一
般
的
発
議
の
形
式
で
提
案
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
同
意
し
た
場
合
に
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
意
味
に
即
し
た
部
分
改
正
︹
案
︺
を
作
成
し
、
そ
れ
を
国
民
お
よ
び
邦
の
投
票
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
同
意
し
な
い
場
合
に
は
、
連
邦
議
会
は
、
そ
れ
を
国
民
の
投
票
に
付
し
、
国
民
は
、
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
受
容
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
。
是
認
さ
れ
た
な
ら
ば
、
連
邦
議
会
は
、
相
応
の
︹
連
邦
憲
法
部
分
改
正
︺
案
を
作
成
す
る
。
⑤
完
成
さ
れ
た
草
案
の
形
式
で
提
案
さ
れ
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、国
民
と
邦
の
投
票
に
付
さ
れ
る
。
連
邦
議
会
は
、こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
採
択
さ
れ
る
べ
き
か
拒
否
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
勧
告
を
お
こ
な
う
。
拒
否
を
勧
告
す
る
場
合
、
連
邦
議
会
は
、
こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
対
抗
草
案
︵
G
e
g
e
n
e
n
tw
u
rf︶
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑥国
民
と
邦
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
対
抗
草
案
に
つ
い
て
、
同
時
に
投
票
す
る
。
有
権
者
は
、
右
提
案
の
双
方
に
賛
成
票
を
投
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
提
案
と
も
採
択
さ
れ
た
場
合
に
は
、
有
権
者
は
、
い
ず
れ
を
優
位
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
自
己
の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
一
の
提
案
が
国
民
の
多
数
の
票
を
獲
得
し
、
他
の
提
案
が
邦
の
多
数
の
票
を
獲
得
し
て
い
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
提
案
も
発
効
す
る
こ
と
が
な
い
。
第
一
四
〇
条
︵
義
務
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
︶
①
左
の
事
項
は
、
こ
れ
を
国
民
と
邦
の
投
票
に
付
す
。
ａ
．
連
邦
憲
法
の
改
正
。
ｂ
．
集
団
的
安
全
保
障
機
構
ま
た
は
超
国
家
的
共
同
体
へ
の
加
盟
。
ｃ
．
憲
法
に
も
と
づ
か
ず
、
か
つ
、
一
年
を
超
え
て
効
力
を
有
す
る
、
緊
急
と
宣
言
さ
れ
た
連
邦
法
律
。
こ
の
連
邦
法
律
は
、
連
邦
議
会
に
よ
る
採
択
の
の
ち
一
年
以
内
に
こ
れ
を
︹
国
民
と
邦
の
︺
投
票
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
左
の
事
項
は
、
こ
れ
を
国
民
の
投
票
に
付
す
。
ａ
．
連
邦
憲
法
の
全
面
改
正
を
求
め
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。
ｂ
．
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
た
、
一
般
的
発
議
の
形
式
に
お
け
る
連
邦
憲
法
部
分
改
正
を
求
め
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。
ｃ
．
連
邦
憲
法
の
全
面
改
正
を
お
こ
な
う
か
否
か
の
問
題
で
、︹
連
邦
議
会
︺
両
院
の
一
致
を
み
て
い
な
い
場
合
。
第
一
四
一
条
︵
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
︶
①
左
の
事
項
は
、
五
万
人
の
有
権
者
ま
た
は
八
邦
の
請
求
に
も
と
づ
い
て
、
こ
れ
を
国
民
の
投
票
に
付
す
。
ａ
．
連
邦
法
律
。
ｂ
．
一
年
を
超
え
て
効
力
を
有
す
る
、
緊
急
と
宣
言
さ
れ
た
連
邦
法
律
。
ｃ
．
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
こ
と
が
憲
法
ま
た
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
連
邦
決
議
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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ｄ
．
左
の
内
容
を
も
つ
国
際
条
約
。
１
．
期
限
が
付
さ
れ
ず
、
か
つ
、
終
了
通
告
権
が
留
保
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。
２
．
国
際
機
構
へ
の
加
盟
を
定
め
て
い
る
も
の
。
３
．
多
数
国
間
の
法
の
統
一
化
を
惹
起
す
る
も
の
。
②
連
邦
議
会
は
、
そ
の
他
の
国
際
条
約
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
任
意
的
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
四
二
条
︵
過
半
数
の
必
要
︶
①
国
民
の
投
票
に
付
さ
れ
た
請
求
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
投
票
者
の
過
半
が
賛
成
を
し
た
と
き
に
採
択
さ
れ
る
。
②
国
民
と
邦
の
投
票
に
付
さ
れ
た
請
求
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
投
票
者
の
過
半
と
邦
の
過
半
が
賛
成
を
示
し
た
と
き
に
採
択
さ
れ
る
。
③
国
民
投
票
の
邦
毎
の
結
果
は
、
当
該
邦
の
投
票
と
み
な
さ
れ
る
。
④
オ
プ
ヴ
ァ
ル
デ
ン
、
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
、
バ
ー
ゼ
ル
＝
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
バ
ー
ゼ
ル
＝
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
、
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
・
ア
ウ
サ
ー
ロ
ー
デ
ン
お
よ
び
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
・
イ
ン
ナ
ー
ロ
ー
デ
ン
の
各
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
の
邦
投
票
︹
権
︺
を
有
す
る
。
第
五
編
連
邦
官
庁
第
一
章
一
般
規
定
第
一
四
三
条
︵
被
選
任
権
︶
国
民
院
、
連
邦
参
事
会
お
よ
び
連
邦
裁
判
所
︹
の
各
成
員
︺
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
有
権
者
が
そ
れ
に
選
任
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。
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第
一
四
四
条
︵
兼
職
禁
止
︶
①
国
民
院
議
員
、
全
邦
院
議
員
、
連
邦
参
事
会
閣
僚
な
ら
び
に
連
邦
裁
判
所
女
性
裁
判
官
お
よ
び
男
性
裁
判
官
は
、
同
時
に
右
の
う
ち
の
他
の
官
庁
の
一
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
連
邦
参
事
会
閣
僚
お
よ
び
連
邦
裁
判
所
の
専
任
の
裁
判
官
は
、
連
邦
の
も
の
で
あ
れ
、
邦
の
も
の
で
あ
れ
、
い
か
な
る
他
の
官
職
に
も
就
い
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
他
何
ら
の
営
業
活
動
も
お
こ
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
③
そ
の
他
の
兼
職
禁
止
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
第
一
四
五
条
︵
任
期
︶
国
民
院
議
員
お
よ
び
連
邦
参
事
会
閣
僚
な
ら
び
に
女
性
連
邦
官
房
長
官
お
よ
び
男
性
連
邦
官
房
長
官
は
、四
年
の
任
期
で
選
任
さ
れ
る
。
連
邦
裁
判
所
の
女
性
裁
判
官
お
よ
び
男
性
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
任
期
は
六
年
で
あ
る
。
第
一
四
六
条
︵
国
家
賠
償
︶
連
邦
は
、
そ
の
機
関
が
職
務
行
為
の
遂
行
に
か
ん
し
て
違
法
に
惹
起
し
た
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
責
に
任
ず
る
。
第
一
四
七
条
︵
意
見
聴
取
手
続
︶
邦
、
政
党
お
よ
び
利
益
団
体
は
、
重
要
な
法
令
お
よ
び
そ
の
他
多
大
の
影
響
力
を
も
つ
計
画
な
ら
び
に
重
要
な
国
際
条
約
が
準
備
さ
れ
る
際
に
は
、
意
見
を
聴
取
さ
れ
る
機
会
を
得
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
二
章
連
邦
議
会
︵
B
u
n
d
e
sv
e
rsa
m
m
lu
n
g
︶
第
一
節
組
織
第
一
四
八
条
︵
地
位
︶
①
連
邦
議
会
は
、
国
民
お
よ
び
邦
の
権
利
を
留
保
し
て
、
連
邦
に
お
け
る
最
高
の
権
力
を
行
使
す
る
。
②
連
邦
議
会
は
、
国
民
院
︵
N
a
tio
n
a
lra
t︶
お
よ
び
全
邦
院
︵
S
tä
n
d
e
ra
t︶
の
二
院
か
ら
成
る
。
両
院
は
、
相
互
に
対
等
で
あ
る
。
第
一
四
九
条
︵
国
民
院
の
構
成
と
議
員
の
選
任
︶
①
国
民
院
は
、
二
〇
〇
名
の
国
民
代
表
か
ら
成
る
。
②
議
員
は
、
国
民
に
よ
り
、
直
接
選
挙
で
、
比
例
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
選
ば
れ
る
。
議
員
は
、
四
年
毎
に
こ
れ
を
改
選
す
る
。
③
各
邦
は
、
一
つ
の
選
挙
区
を
形
成
す
る
。
④
議
席
は
、
住
民
人
口
に
応
じ
て
邦
に
配
分
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
邦
も
、
少
な
く
と
も
一
議
席
を
有
す
る
。
第
一
五
〇
条
︵
全
邦
院
の
構
成
と
議
員
の
選
出
︶
①
全
邦
院
は
、
四
六
名
の
邦
代
表
か
ら
成
る
。
②
オ
プ
ヴ
ァ
ル
デ
ン
、
ニ
ー
ト
ヴ
ァ
ル
デ
ン
、
バ
ー
ゼ
ル
＝
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
バ
ー
ゼ
ル
＝
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
、
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
・
ア
ウ
サ
ー
ロ
ー
デ
ン
お
よ
び
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
・
イ
ン
ナ
ー
ロ
ー
デ
ン
の
各
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
女
性
議
員
ま
た
は
男
性
議
員
を
選
出
す
る
。
そ
の
他
の
邦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
の
議
員
を
選
出
す
る
。
③
全
邦
院
議
員
の
選
出
︹
の
方
法
︺
は
、
邦
が
こ
れ
を
定
め
る
。
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第
一
五
一
条
︵
会
期
︶
①
両
院
は
、
原
則
と
し
て
、
会
期
毎
に
集
会
す
る
。
招
集
に
か
ん
す
る
事
項
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
②
一
院
の
四
分
の
一
の
議
員
ま
た
は
連
邦
参
事
会
は
、
臨
時
の
会
期
に
両
院
を
招
集
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
五
二
条
︵
議
長
︶
各
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
中
か
ら
、
一
年
の
任
期
で
、
一
名
の
女
性
議
長
ま
た
は
男
性
議
長
な
ら
び
に
女
性
第
一
副
議
長
ま
た
は
男
性
第
一
副
議
長
お
よ
び
女
性
第
二
副
議
長
ま
た
は
男
性
第
二
副
議
長
を
選
任
す
る
。
次
年
度
に
お
け
る
再
任
は
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
一
五
三
条
︵
議
会
委
員
会
︶
①
各
院
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
か
ら
成
る
委
員
会
を
設
け
る
。
②
合
同
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
そ
れ
に
か
ん
す
る
定
め
を
す
る
こ
と
が
て
き
る
。
③
法
制
定
の
性
質
を
も
た
な
い
権
限
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
を
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
委
員
会
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
、
照
会
権
、
閲
覧
権
お
よ
び
調
査
権
限
を
有
す
る
。
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
第
一
五
四
条
︵
会
派
︶
連
邦
議
会
の
議
員
は
、
会
派
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
五
五
条
︵
議
会
の
機
関
︶
連
邦
議
会
は
、
議
会
の
機
関
を
自
由
に
動
か
す
。
連
邦
議
会
は
、
連
邦
行
政
の
各
部
署
を
召
喚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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六
三
(
)
498
第
二
節
手
続
第
一
五
六
条
︵
各
院
別
の
活
動
︶
①
国
民
院
お
よ
び
全
邦
院
は
、
各
々
別
個
に
活
動
す
る
。
②
連
邦
議
会
の
決
議
が
成
立
す
る
に
は
、
両
院
の
合
意
を
必
要
と
す
る
。
第
一
五
七
条
︵
共
同
の
活
動
︶
①
国
民
院
お
よ
び
全
邦
院
は
、
左
の
事
項
に
か
ん
し
て
は
、
女
性
国
民
院
議
長
ま
た
は
男
性
国
民
院
議
長
の
下
で
、
連
合
連
邦
議
会
︵
V
e
re
in
ig
te
B
u
n
d
e
sv
e
rsa
m
m
lu
n
g
︶
と
し
て
、
共
同
で
活
動
す
る
。
ａ
．︹
連
邦
参
事
会
閣
僚
等
を
︺
選
任
す
る
こ
と
。
ｂ
．
最
高
連
邦
諸
官
庁
間
の
権
限
争
議
を
裁
定
す
る
こ
と
。
ｃ
．
恩
赦
を
言
い
渡
す
こ
と
。
②
連
合
連
邦
議
会
は
、
前
項
に
加
え
て
、
特
別
の
機
会
に
、
か
つ
、
連
邦
参
事
会
の
説
明
を
受
け
る
た
め
に
集
会
す
る
。
第
一
五
八
条
︵
会
議
の
公
開
︶
両
院
の
会
議
は
、
公
開
す
る
。
法
律
に
よ
り
、
例
外
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
五
九
条
︵
活
動
能
力
お
よ
び
多
数
決
の
必
要
︶
①
両
院
は
、
各
々
の
議
員
の
過
半
数
が
出
席
し
て
い
る
場
合
に
、
有
効
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
各
院
に
お
い
て
、
ま
た
連
合
連
邦
議
会
に
お
い
て
は
、
投
票
者
の
過
半
数
で
決
定
を
お
こ
な
う
。
③
た
だ
し
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
院
の
総
議
員
の
過
半
数
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。
― 173 ―
六
四
(
)
499
ａ
．
連
邦
法
律
に
つ
い
て
緊
急
で
あ
る
こ
と
の
宣
言
。
ｂ
．
補
助
金
規
定
な
ら
び
に
債
務
信
用
お
よ
び
二
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
超
え
る
一
回
限
り
の
新
規
の
支
出
ま
た
は
二
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
超
え
る
反
復
的
な
新
規
の
支
出
を
も
た
ら
す
支
出
範
囲
︹
の
議
決
︺。
④
連
邦
議
会
は
、
前
項
第
ｂ
号
の
金
額
を
、
命
令
に
よ
り
、
物
価
騰
貴
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
六
〇
条
︵
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
︹
議
案
提
出
︺
権
お
よ
び
提
案
権
︶
①
す
べ
て
の
両
院
議
員
、
す
べ
て
の
会
派
、
す
べ
て
の
議
会
委
員
会
お
よ
び
す
べ
て
の
邦
は
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
議
案
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。
②
両
院
議
員
お
よ
び
連
邦
参
事
会
閣
僚
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
動
議
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。
第
一
六
一
条
︵
訓
令
の
禁
止
︶
①
連
邦
議
会
議
員
は
、
い
か
な
る
指
令
も
受
け
る
こ
と
な
く
投
票
す
る
。
②
連
邦
議
会
議
員
は
、
利
益
︹
団
体
に
よ
る
︺
拘
束
か
ら
自
由
で
あ
る
。
第
一
六
二
条
︵
特
権
︶
①
連
邦
議
会
議
員
お
よ
び
連
邦
参
事
会
閣
僚
な
ら
び
に
女
性
連
邦
官
房
長
官
ま
た
は
男
性
連
邦
官
房
長
官
は
、
そ
の
意
見
表
明
に
か
ん
し
て
、
両
院
お
よ
び
そ
の
機
関
か
ら
法
的
に
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
②
前
項
以
外
の
種
類
の
特
権
に
つ
い
て
は
、
法
律
が
こ
れ
を
定
め
、
よ
り
広
い
範
囲
の
人
に
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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六
五
(
)
500
第
三
節
権
限
第
一
六
三
条
︵
連
邦
議
会
の
法
令
の
形
式
︶
①
連
邦
議
会
は
、
立
法
を
連
邦
法
律
ま
た
は
命
令
の
形
式
で
公
布
す
る
。
②
前
項
以
外
の
法
令
は
、
連
邦
議
決
の
形
式
で
発
せ
ら
れ
る
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
付
さ
れ
な
い
連
邦
決
議
は
、
こ
れ
を
単
純
連
邦
決
議
と
呼
ぶ
。
第
一
六
四
条
︵
法
律
制
定
︶
①
重
要
な
立
法
は
す
べ
て
、
連
邦
法
律
の
形
式
で
公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
左
の
事
項
に
か
ん
す
る
基
本
的
規
定
は
、
法
律
形
式
に
よ
る
。
ａ
．
政
治
的
権
利
の
行
使
。
ｂ
．
憲
法
上
の
権
利
の
制
限
。
ｃ
．
人
の
権
利
お
よ
び
義
務
。
ｄ
．
納
税
義
務
者
の
範
囲
な
ら
び
に
租
税
の
対
象
お
よ
び
配
分
。
ｅ
．
連
邦
の
任
務
お
よ
び
給
付
。
ｆ
．
連
邦
法
の
︹
邦
法
へ
の
︺
移
管
お
よ
び
そ
の
執
行
の
際
の
邦
の
義
務
。
ｇ
．
連
邦
官
庁
の
組
織
お
よ
び
手
続
。
②
法
制
定
の
権
限
は
、
そ
れ
が
連
邦
憲
法
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
限
り
で
、
連
邦
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
を
︹
邦
に
︺
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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六
六
(
)
501
第
一
六
五
条
︵
緊
急
の
場
合
の
法
律
制
定
︶
①
施
行
の
延
引
が
許
さ
れ
な
い
連
邦
法
律
は
、
各
院
の
総
議
員
の
過
半
数
に
よ
り
、
緊
急
で
あ
る
旨
宣
言
し
、
直
ち
に
こ
れ
に
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
効
力
に
は
期
限
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
緊
急
で
あ
る
旨
宣
言
さ
れ
た
連
邦
法
律
に
対
し
て
国
民
投
票
が
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
一
年
以
内
に
国
民
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
い
限
り
、
連
邦
議
会
に
よ
る
採
択
の
後
一
年
で
効
力
を
失
う
。
③
緊
急
で
あ
る
旨
宣
言
さ
れ
た
連
邦
法
律
で
憲
法
に
も
と
づ
か
な
い
も
の
は
、
そ
れ
が
一
年
以
内
に
国
民
と
邦
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
い
限
り
、
連
邦
議
会
に
よ
る
採
択
の
後
一
年
で
効
力
を
失
う
。
こ
の
法
律
に
は
、
期
限
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
緊
急
で
あ
る
旨
宣
言
さ
れ
た
連
邦
法
律
で
、
投
票
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
一
六
六
条
︵
対
外
関
係
お
よ
び
条
約
︶
①
連
邦
議
会
は
、
対
外
政
策
の
形
成
に
関
与
し
、
ま
た
、
外
国
と
の
関
係
の
保
全
を
監
督
す
る
。
②
連
邦
議
会
は
、
国
際
法
上
の
条
約
を
承
認
す
る
。
た
だ
し
、
法
律
ま
た
は
国
際
法
上
の
条
約
に
も
と
づ
い
て
連
邦
参
事
会
が
締
結
権
限
を
有
し
て
い
る
条
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
第
一
六
七
条
︵
財
政
︶
連
邦
議
会
は
、
連
邦
の
支
出
を
決
定
し
、
概
算
を
確
定
し
、
ま
た
、
国
の
会
計
に
つ
い
て
検
査
す
る
。
第
一
六
八
条
︵
選
任
︶
①
連
邦
議
会
は
、
連
邦
参
事
会
閣
僚
、
女
性
連
邦
官
房
長
官
ま
た
は
男
性
連
邦
官
房
長
官
、
連
邦
裁
判
所
の
女
性
裁
判
官
お
よ
び
男
性
裁
判
官
な
ら
び
に
︹
ス
イ
ス
軍
︺
将
軍
を
選
任
す
る
。
②
連
邦
議
会
が
、
前
項
の
他
に
も
、
選
任
を
︹
自
ら
︺
お
こ
な
い
、
ま
た
は
、︹
他
の
機
関
の
し
た
選
任
を
︺
裁
可
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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六
七
(
)
502
第
一
六
九
条
︵
監
督
︶
①
連
邦
議
会
は
、
連
邦
参
事
会
お
よ
び
連
邦
行
政
、
連
邦
の
裁
判
所
な
ら
び
に
そ
の
他
連
邦
の
任
務
の
支
担
機
関
に
対
し
、
監
督
を
お
こ
な
う
。
②
︹
議
会
の
︺
監
査
委
員
会
が
︹
前
項
の
監
督
を
目
的
と
し
て
︺
法
律
の
定
め
る
特
別
の
委
員
派
遣
を
お
こ
な
う
場
合
、︹
被
監
督
機
関
は
︺
こ
れ
に
対
し
て
い
か
な
る
秘
密
保
持
義
務
も
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
七
〇
条
︵
実
効
性
の
審
査
︶
連
邦
議
会
は
、
連
邦
の
措
置
を
、
そ
の
実
効
性
に
か
ん
し
て
審
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
配
慮
す
る
。
第
一
七
一
条
︵
連
邦
参
事
会
へ
の
委
託
︶
連
邦
議
会
は
、︹
そ
の
任
務
を
︺
連
邦
参
事
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
詳
細
、
と
り
わ
け
、
連
邦
議
会
が
連
邦
参
事
会
の
権
限
領
域
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
、
法
律
で
定
め
る
。
第
一
七
二
条
︵
連
邦
と
邦
と
の
関
係
︶
①
連
邦
議
会
は
、
連
邦
と
邦
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
配
慮
す
る
。
②
連
邦
議
会
は
、
邦
憲
法
の
保
障
に
あ
た
る
。
③
連
邦
議
会
は
、
邦
間
の
協
約
お
よ
び
外
国
と
の
間
の
条
約
に
つ
い
て
、
連
邦
参
事
会
ま
た
は
他
の
国
が
異
議
を
申
し
立
て
た
場
合
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
︹
役
割
を
引
き
受
け
る
︺。
第
一
七
三
条
︵
そ
の
他
の
任
務
と
権
限
︶
①
連
邦
議
会
は
、
以
上
に
加
え
て
、
左
の
任
務
と
権
限
を
有
す
る
。
ａ
．
連
邦
議
会
は
、
ス
イ
ス
の
対
外
的
安
全
、
独
立
お
よ
び
中
立
の
保
持
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
ｂ
．
連
邦
議
会
は
、
国
内
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
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六
八
(
)
503
ｃ
．
非
常
事
態
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
と
き
に
は
、
連
邦
議
会
は
、
本
項
第
ａ
・
ｂ
号
に
も
と
づ
く
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
命
令
ま
た
は
単
純
連
邦
決
議
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｄ
．
連
邦
議
会
は
、
現
役
︹
の
軍
務
︺︵
A
k
tiv
d
ie
n
st︶
の
整
序
に
つ
と
め
、
そ
の
た
め
に
軍
ま
た
は
そ
の
一
部
を
動
員
す
る
。
ｅ
．
連
邦
議
会
は
、
連
邦
法
を
施
行
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
ｆ
．
連
邦
議
会
は
、
現
に
提
示
さ
れ
て
い
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
有
効
性
に
つ
い
て
判
定
す
る
。
ｇ
．
連
邦
議
会
は
、
重
要
な
国
家
活
動
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
に
協
働
す
る
。
ｈ
．
連
邦
議
会
は
、
連
邦
法
律
が
明
示
的
に
定
め
て
い
る
範
囲
で
、
個
別
の
行
為
に
か
ん
し
て
裁
判
す
る
。
ｉ
．
連
邦
議
会
は
、
最
高
連
邦
諸
官
庁
間
の
権
限
争
議
を
裁
判
す
る
。
ｋ
．
連
邦
議
会
は
、
恩
赦
を
言
い
渡
し
、
大
赦
に
つ
い
て
決
定
す
る
。
②
連
邦
議
会
は
、
以
上
に
加
え
て
、
連
邦
の
権
限
に
属
し
か
つ
他
の
官
庁
の
も
の
と
さ
れ
て
い
な
い
事
項
を
扱
う
。
③
連
邦
議
会
は
、
法
律
に
よ
り
、
そ
の
他
の
任
務
お
よ
び
権
限
を
連
邦
議
会
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
章
連
邦
参
事
会
︵
B
u
n
d
e
sra
t︶
お
よ
び
連
邦
行
政
第
一
節
組
織
お
よ
び
手
続
第
一
七
四
条
︵
連
邦
参
事
会
︶
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
の
最
高
の
執
行
的
・
指
導
的
官
庁
で
あ
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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六
九
(
)
504
第
一
七
五
条
︵
構
成
と
選
任
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
七
名
の
閣
僚
か
ら
成
る
。
②
連
邦
参
事
会
閣
僚
は
、
連
邦
議
会
に
よ
り
、
国
民
院
の
総
選
挙
毎
に
選
任
さ
れ
る
。
③
同
一
邦
か
ら
一
名
を
超
え
る
閣
僚
を
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
︹
第
三
項
以
下
は
、
一
九
九
九
年
二
月
七
日
の
国
民
投
票
に
よ
り
前
も
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
た
次
の
両
項
が
現
行
法
で
あ
る
。︺
③
連
邦
参
事
会
閣
僚
は
、
国
民
院
議
員
に
つ
い
て
の
選
挙
権
を
有
す
る
す
べ
て
の
女
性
ス
イ
ス
市
民
お
よ
び
男
性
ス
イ
ス
市
民
の
中
か
ら
、
四
年
の
任
期
で
、
こ
れ
を
選
任
す
る
。
④
右
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
国
内
各
地
域
と
言
語
領
域
が
適
切
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
七
六
条
︵
議
長
︶
①
女
性
連
邦
大
統
領
ま
た
は
男
性
連
邦
大
統
領
は
、
連
邦
参
事
会
の
議
長
職
を
掌
理
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
の
女
性
連
邦
大
統
領
ま
た
は
男
性
連
邦
大
統
領
お
よ
び
女
性
副
大
統
領
ま
た
は
男
性
副
大
統
領
は
、
連
邦
参
事
会
閣
僚
の
中
か
ら
、
一
年
の
任
期
で
こ
れ
を
選
任
す
る
。
③
翌
年
度
に
お
け
る
再
任
は
、
禁
止
さ
れ
る
。
女
性
連
邦
大
統
領
ま
た
は
男
性
連
邦
大
統
領
で
あ
っ
た
者
は
、
翌
年
度
に
は
、
女
性
副
大
統
領
ま
た
は
男
性
副
大
統
領
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
第
一
七
七
条
︵
同
僚
制
お
よ
び
分
掌
制
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
同
僚
体
︵
K
o
l
e
g
iu
m
︶
と
し
て
決
定
に
あ
た
る
。
②
連
邦
参
事
会
の
事
務
は
、
そ
の
準
備
お
よ
び
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
各
省
ご
と
に
、
個
々
の
閣
僚
に
こ
れ
を
配
分
す
る
。
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③連
邦
参
事
会
の
事
務
は
、
各
省
ま
た
は
そ
の
下
に
あ
る
官
庁
に
対
し
、
自
律
的
な
処
理
を
求
め
て
、
こ
れ
を
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
法
的
保
障
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
七
八
条
︵
連
邦
行
政
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
行
政
を
指
導
す
る
。
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
行
政
の
目
的
に
適
合
し
た
組
織
、
お
よ
び
、
そ
の
目
的
達
成
に
向
け
た
任
務
遂
行
に
配
慮
す
る
。
②
連
邦
行
政
は
、
各
省
に
分
割
さ
れ
る
。
連
邦
参
事
会
各
閣
僚
が
各
省
を
指
揮
す
る
。
③
行
政
の
任
務
は
、
法
律
に
よ
り
、
連
邦
行
政
︹
府
︺
に
属
さ
な
い
公
法
上
ま
た
は
私
法
上
の
組
織
お
よ
び
人
に
、
こ
れ
を
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
七
九
条
︵
連
邦
官
房
︶
連
邦
官
房
は
、
連
邦
参
事
会
の
全
般
的
幹
部
官
署
︵
S
ta
b
ste
l
e︶
で
あ
る
。
連
邦
官
房
は
、
女
性
連
邦
官
房
長
官
ま
た
は
男
性
連
邦
官
房
長
官
が
、
こ
れ
を
指
揮
す
る
。
第
二
節
権
限
第
一
八
〇
条
︵
統
治
政
策
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
そ
の
統
治
政
策
の
目
的
と
手
段
を
決
定
す
る
。
連
邦
参
事
会
は
、
国
家
活
動
を
計
画
し
、
調
整
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
そ
の
活
動
を
、
優
越
的
な
公
的
ま
た
は
私
的
利
益
と
対
立
し
な
い
限
り
で
、
公
衆
に
対
し
て
適
時
か
つ
包
括
的
に
通
知
す
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
一
八
一
条
︵
議
案
提
出
権
︶
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
議
会
に
、
連
邦
議
会
が
公
布
す
べ
き
︹
法
令
の
︺
草
案
を
提
出
す
る
。
第
一
八
二
条
︵
法
の
制
定
と
執
行
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
憲
法
ま
た
は
法
律
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
て
い
る
限
り
で
、
立
法
的
定
め
を
、
命
令
の
形
式
で
公
布
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
法
律
、
連
邦
議
会
の
決
定
、
お
よ
び
、
連
邦
の
裁
判
官
庁
の
判
決
の
執
行
の
た
め
に
配
慮
す
る
。
第
一
八
三
条
︵
財
政
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
財
政
計
画
を
練
り
上
げ
、
見
積
り
を
起
案
し
、
ま
た
、
国
家
会
計
を
整
序
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
秩
序
に
即
し
た
国
の
財
政
に
配
慮
す
る
。
第
一
八
四
条
︵
外
国
と
の
関
係
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
議
会
の
協
働
権
を
留
保
し
つ
つ
、
外
務
に
配
慮
す
る
。
連
邦
参
事
会
は
、
対
外
的
に
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
条
約
に
署
名
し
、
そ
れ
を
批
准
す
る
。
連
邦
参
事
会
は
、
条
約
を
、
連
邦
議
会
に
そ
の
承
認
を
求
め
て
提
出
す
る
。
③
国
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
必
要
あ
る
場
合
に
は
、
連
邦
参
事
会
は
、
命
令
を
発
し
処
分
を
な
す
。
命
令
に
は
、
期
限
を
付
す
。
第
一
八
五
条
︵
対
外
・
対
内
の
安
全
保
障
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
ス
イ
ス
の
対
外
的
安
全
、
独
立
お
よ
び
中
立
の
保
持
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
対
内
的
安
全
の
保
持
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。
③
連
邦
参
事
会
は
、
公
共
の
秩
序
も
し
く
は
対
内
的
ま
た
は
対
外
的
安
全
を
侵
犯
し
、
ま
た
は
直
接
脅
か
し
て
い
る
重
大
な
妨
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、
直
接
本
条
を
根
拠
と
し
て
、
命
令
を
発
し
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
に
は
、
期
限
を
付
す
。
④
緊
急
事
態
に
あ
っ
て
は
、
連
邦
参
事
会
は
、
軍
を
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
参
事
会
が
四
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
軍
の
兵
員
を
現
役
の
中
か
ら
動
員
し
、
ま
た
は
、
こ
の
出
動
が
三
週
間
よ
り
長
き
に
わ
た
る
と
き
に
は
、
連
邦
議
会
を
即
時
に
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
第
一
八
六
条
︵
連
邦
と
邦
と
の
関
係
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
と
邦
と
の
関
係
を
保
全
し
、
邦
と
協
働
す
る
。
②
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
法
の
︹
邦
に
お
け
る
︺
施
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
に
つ
い
て
、
邦
の
法
令
制
定
を
認
め
る
。
③
連
邦
参
事
会
は
、
邦
間
の
協
約
ま
た
は
邦
と
外
国
と
の
間
の
条
約
に
つ
い
て
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
法
な
ら
び
に
邦
憲
法
お
よ
び
邦
間
の
協
約
の
維
持
に
つ
い
て
配
慮
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。
第
一
八
七
条
︵
そ
の
他
の
任
務
お
よ
び
権
限
︶
①
連
邦
参
事
会
は
、
さ
ら
に
、
左
に
任
務
お
よ
び
権
限
を
有
す
る
。
ａ
．
連
邦
参
事
会
は
、
連
邦
行
政
︹
庁
︺
お
よ
び
そ
の
他
の
連
邦
の
任
務
の
支
担
機
関
を
監
督
す
る
。
ｂ
．
連
邦
参
事
会
は
、
そ
の
職
務
お
よ
び
ス
イ
ス
の
情
勢
に
か
ん
し
て
、
定
期
的
に
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
報
告
す
る
。
ｃ
．
連
邦
参
事
会
は
、
他
の
官
庁
の
権
限
と
さ
れ
て
い
な
い
選
任
事
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
お
こ
な
う
。
ｄ
．
連
邦
参
事
会
は
、
法
律
が
定
め
て
い
る
限
り
で
、
訴
願
を
処
理
す
る
。
②
以
上
の
他
の
任
務
お
よ
び
権
限
に
つ
い
て
も
、
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
を
連
邦
参
事
会
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
章
連
邦
裁
判
所
第
一
八
八
条
︵
地
位
︶
①
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
の
最
高
の
裁
判
官
庁
で
あ
る
。
②
そ
の
組
織
お
よ
び
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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③連
邦
裁
判
所
は
、
そ
の
行
政
部
を
設
け
る
。
④
連
邦
裁
判
所
の
女
性
裁
判
官
お
よ
び
男
性
裁
判
官
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
連
邦
議
会
は
、
各
公
用
語
が
代
表
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
八
九
条
︵
憲
法
裁
判
権
︶
①
連
邦
裁
判
所
は
、
左
の
事
項
に
つ
い
て
裁
定
す
る
。
ａ
．
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
訴
え
。
ｂ
．
地
方
自
治
の
侵
害
、
そ
の
他
、
公
法
上
の
団
体
の
た
め
に
邦
の
す
る
保
障
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
訴
え
。
ｃ
．
国
家
間
の
条
約
ま
た
は
邦
間
の
協
約
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
訴
え
。
ｄ
．
連
邦
と
邦
と
の
間
の
、
ま
た
は
、
邦
相
互
間
の
公
法
上
の
争
訟
。
②
一
定
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
こ
れ
を
他
の
連
邦
官
庁
の
決
定
に
振
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
九
〇
条
︵
民
事
、
刑
事
お
よ
び
行
政
事
裁
判
権
︶
①
民
事
事
件
、
刑
事
事
件
お
よ
び
行
政
事
件
に
お
け
る
、
ま
た
は
、
他
の
法
領
域
に
お
け
る
連
邦
裁
判
所
の
権
限
は
、
こ
れ
を
法
律
に
よ
り
定
め
る
。
②
邦
は
、
連
邦
議
会
の
承
認
を
得
て
、
自
邦
の
行
政
法
に
か
か
わ
る
争
訟
の
裁
定
を
、
連
邦
裁
判
所
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
九
一
条
︵
基
準
法
︶
連
邦
法
律
お
よ
び
国
際
法
は
、
連
邦
裁
判
所
お
よ
び
そ
の
他
の
法
適
用
官
庁
を
拘
束
す
る
。
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︹
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
二
日
の
国
民
投
票
に
よ
り
、
第
四
章
全
体
が
変
更
さ
れ
た
。︺
第
四
章
連
邦
裁
判
所
お
よ
び
そ
の
他
の
裁
判
官
庁
第
一
八
八
条
︵
連
邦
裁
判
所
の
地
位
︶
①
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
の
最
高
の
裁
判
官
庁
で
あ
る
。
②
そ
の
組
織
お
よ
び
手
続
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
③
裁
判
所
は
、
そ
の
行
政
権
を
自
ら
行
使
す
る
。
第
一
八
九
条
︵
連
邦
裁
判
所
の
権
限
︶
①
連
邦
裁
判
所
は
、
左
の
事
項
の
侵
害
を
理
由
と
す
る
争
訟
を
展
望
す
る
。
ａ
．
連
邦
法
。
ｂ
．
国
際
法
。
ｃ
．
邦
際
法
。
ｄ
．
邦
の
憲
法
上
の
権
利
。
ｅ
．
ゲ
マ
イ
ン
デ
自
治
お
よ
び
そ
の
他
の
、
邦
に
よ
る
公
法
人
の
た
め
の
保
障
。
ｆ
．
政
治
的
権
利
に
か
ん
す
る
連
邦
お
よ
び
邦
の
規
定
。
②
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
と
邦
と
の
間
の
、
ま
た
は
邦
間
の
争
訟
を
裁
定
す
る
。
③
連
邦
裁
判
所
の
そ
の
他
の
権
限
は
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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④連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
事
会
の
活
動
は
、
こ
れ
を
連
邦
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
一
九
〇
条
︵
基
準
法
︶
連
邦
法
律
お
よ
び
国
際
法
は
、
連
邦
裁
判
所
お
よ
び
そ
の
他
の
法
適
用
官
庁
を
拘
束
す
る
。
第
一
九
一
条
︵
連
邦
裁
判
所
へ
の
提
訴
︶
①
法
律
は
、
連
邦
裁
判
所
へ
の
提
訴
を
保
障
す
る
。
②
原
則
的
意
義
を
有
す
る
法
律
問
題
に
か
か
わ
ら
な
い
争
訟
に
つ
い
て
は
、
連
邦
裁
判
所
が
、
訴
訟
物
価
格
に
よ
る
制
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
一
定
の
事
件
領
域
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
連
邦
裁
判
所
へ
の
提
訴
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
理
由
に
欠
け
る
こ
と
が
明
白
な
訴
え
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
、
略
式
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
九
一
条
の
二
︵
連
邦
の
そ
の
他
の
裁
判
官
庁
︶
①
連
邦
は
、
刑
事
裁
判
所
を
設
置
す
る
。
刑
事
裁
判
所
は
、
連
邦
の
裁
判
権
に
か
ん
す
る
法
律
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
刑
事
事
件
に
つ
き
、
第
一
審
と
し
て
こ
れ
を
裁
定
す
る
。
連
邦
刑
事
裁
判
所
の
そ
の
他
の
権
限
は
法
律
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
を
定
め
る
。
②
連
邦
は
、
連
邦
行
政
の
権
限
領
域
に
お
け
る
公
法
上
の
争
訟
を
裁
定
す
る
裁
判
官
庁
を
設
置
す
る
。
③
法
律
は
、
連
邦
そ
の
他
の
裁
判
官
庁
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
九
一
条
の
三
︵
邦
の
裁
判
官
庁
︶
①
邦
は
、
民
事
上
お
よ
び
公
法
上
の
争
訟
な
ら
び
に
刑
事
事
件
に
つ
い
て
裁
定
す
る
た
め
の
裁
判
官
庁
を
定
め
る
。
②
邦
は
、
合
同
の
裁
判
官
庁
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
六
編
連
邦
憲
法
の
改
正
お
よ
び
経
過
規
定
第
一
章
改
正
第
一
九
二
条
︵
原
則
︶
①
連
邦
憲
法
は
、
何
時
で
も
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
改
正
は
、
連
邦
憲
法
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
立
法
が
別
に
定
め
て
い
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
法
律
制
定
の
方
法
で
お
こ
な
う
。
第
一
九
三
条
︵
全
面
改
正
︶
①
連
邦
憲
法
の
全
面
改
正
は
、
こ
れ
を
、
国
民
ま
た
は
両
院
が
提
案
し
、
も
し
く
は
、
連
邦
議
会
が
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
国
民
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
出
さ
れ
、
ま
た
は
、
両
院
が
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
国
民
が
、
全
面
改
正
を
成
就
さ
せ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。
③
国
民
が
全
面
改
正
を
お
こ
な
う
こ
と
に
同
意
し
た
場
合
、
両
院
議
員
を
新
た
に
選
挙
す
る
。
④
国
際
法
の
強
行
規
定
は
、︹
連
邦
憲
法
改
正
に
よ
っ
て
︺
こ
れ
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
第
一
九
四
条
︵
部
分
改
正
︶
①
連
邦
憲
法
の
部
分
改
正
は
、
国
民
が
要
求
し
、
ま
た
は
、
連
邦
議
会
が
決
議
す
る
。
②
部
分
改
正
は
、
内
容
の
統
一
性
が
維
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
国
際
法
の
強
行
規
定
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
③
そ
れ
に
加
え
て
、
部
分
改
正
を
求
め
る
国
民
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
形
式
の
統
一
性
が
維
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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第
一
九
五
条
︵
発
効
︶
全
面
的
ま
た
は
部
分
的
に
改
正
さ
れ
た
連
邦
憲
法
は
、
国
民
お
よ
び
邦
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
と
き
に
効
力
を
発
す
る
。
第
二
章
経
過
規
定
︹
省
略
︺
︹
経
過
規
定
は
、
憲
法
の
最
終
条
文
で
あ
る
第
一
九
六
条
の
一
か
条
の
み
で
あ
る
が
、
大
部
の
も
の
で
あ
る
。︺
︹
出
典
︺
新
連
邦
憲
法
は
、
S
a
m
m
lu
n
g
d
e
r
e
id
g
e
n
ö
ssisc
h
e
n
G
e
se
te
z
e
(
A
S
)
1
9
9
9
2
5
5
6
に
、
ま
た
、﹁
司
法
改
革
﹂
に
と
も
な
う
改
正
部
分
は
、
B
u
n
d
e
sb
la
tt
d
e
r
S
c
h
w
e
iz
e
risc
h
e
n
E
id
g
e
n
o
sse
n
sc
h
a
ft
(
B
B
I)
1
9
9
9
8
6
3
3
に
、
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
︵
完
︶
後
記
ス
イ
ス
憲
法
学
上
の
重
要
文
献
の
一
つ
で
あ
る
M
ü
l
e
r,
J.
P
.
,
E
le
m
e
n
te
e
in
e
r
sc
h
w
e
iz
e
risc
h
e
n
G
ru
n
d
re
c
h
tsth
e
o
rie
の
拙
訳
を
本
誌
に
公
刊
し
始
め
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
毎
号
欠
か
さ
ず
に
掲
載
し
、
二
〇
一
一
年
の
本
号
を
も
っ
て
完
結
し
た
。こ
の
間
は
、
所
属
す
る
愛
知
大
学
法
科
大
学
院
で
の
仕
事
が
、
同
僚
の
す
べ
て
の
教
員
方
と
同
様
、
多
忙
を
極
め
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
訳
業
を
公
に
す
る
こ
と
で
せ
め
て
も
研
究
者
で
あ
る
こ
と
の
小
さ
な
証
と
し
た
い
、
と
い
う
気
持
に
動
か
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
の
掲
載
稿
も
、
本
来
な
ら
ば
当
然
に
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
十
分
に
時
間
を
か
け
た
推
敲
が
で
き
て
お
ら
ず
、
忸
怩
た
る
思
い
が
残
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る
。
今
後
機
会
を
得
て
補
い
た
い
と
思
う
。
掲
載
し
た
も
の
の
う
ち
、
事
項
索
引
ま
で
は
原
著
者
の
作
品
で
あ
る
が
、
末
尾
に
、
翻
訳
者
の
判
断
で
二
つ
の
資
料
を
付
加
し
た
。
こ
の
書
物
が
わ
が
国
で
読
ま
れ
る
場
合
の
配
慮
と
し
て
、
お
よ
び
、
原
著
書
刊
行
後
に
ス
イ
ス
連
邦
憲
法
が
抜
本
的
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
既
発
表
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
十
分
な
補
訂
等
を
施
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
っ
て
、
伝
統
あ
る
﹃
法
経
論
集
﹄
誌
に
紙
面
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
愛
知
大
学
法
学
会
に
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ヨ
ル
ク
・
パ
ウ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
﹃
ス
イ
ス
基
本
権
原
論
﹄︵
二
〇
・
完
︶
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